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　　　　　１




　神か奈な川がわ県の外はずれの外れに位置する、兜かぶと沢ざわ山キャンプ場。

　夏休みということもあり、それなりに混み合うキャンプ場の一角では、二人のエプロン少女が、一心不乱にジャガイモを剝むいていた。

　ジャガイモだけではない。人にん参じんも剝いていた。

　玉たま葱ねぎだって剝いていたし、牛肉だって角切りにされていた。

　共通して言えることは、満足に出来ているものが一つとしてなかったことだ。

　それもそのはず、片や、三年三組で一番無ぶ器き用ような少女、梅うめ木ぎ瑠る璃り。片や三年三組で二番目に無器用な少女、桜さくら咲ざき小こ鈴すずことタンポポ。

　この二人にかかって、うまくいくはずがないのだ。

「何か………手伝おうかい？」

　次々と削けずられていく食べられる部分を前に鈴すず雄おはおずおずと二人に声をかけた。

　返ってきたのは鋭するどい視線だった。

　邪じや魔まするなっていう強い意思表示だった。

　しかも二人とも包ほう丁ちようを持っている、ここは口も手も出さない方がいいだろう。

　鈴すず雄おは言葉をゴクリと飲み下すと、半歩後ろに下がった。

「心配しないで。お兄ちゃん。カレーなんていつも作ってるんだから」

「でもいつもは皮かわ剝むき機使ってるだろ、今日は包ほう丁ちよう………」

　鈴雄は話しかけるのを止めた。

　注意力が散さん漫まんになって怪け我がでもされたら困るからだ。

「コーチ。任せてくださいね」

　生後二日の赤ん坊の拳こぶし程度になってしまったジャガイモをボールに投げ入れた瑠る璃りが鈴雄に輝くウインクをする。

「瑠璃の愛のこもったカレーライスをご馳ち走そうしてあげますから」

　鈴雄は血の混じらないことを祈いのった。

　瑠璃は新たなジャガイモを手に取ると包丁を当てた。

「カレールーもお子様用のバーモンドカレーじゃなくて大人おとなの味のゴールデンカレーにしたんです。肉だって、高い和牛の」

「瑠璃ちゃん。その、余よ所そ見みしてると、包丁で手を切るよ」

　ブシ。

　やな沈ちん黙もくだった。

「いたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぃ」

　鈴雄は一つため息を吐き出すと脇わきの救急箱を開いた。

「持ってきて良かった」

　瑠璃の傷を消毒すると絆ばん創そう膏こうを張る。

「コーチ。やっぱりコーチしかいません」

　瑠璃がなんか瞳ひとみに星を浮かべてるけど、鈴雄には関係なかった。

「気をつけるんだぞ」

「はい、気をつけます」

「なんなら代わってやろうか？」

「コーチ。そんなにも瑠璃のことが心配なんですね」

「って言うか洒落シヤレにならないんだよ。二人の手もと見てると。一いち応おう僕は引いん率そつの保護者だし。責任って言葉がずっしりと背中に」

「ちょっとお兄ちゃん。脇でごちゃごちゃ言わないでよ」

　親指くらいの大きさになった人にん参じんを鍋なべに投げ入れたタンポポが包丁をまな板に突き立てた。

「二人でちゃんと出来るんだから、お兄ちゃんはどっかで散歩でもして時間潰つぶしてて」

「しかしな、二人をほったらかしにしとくわけには」

「すっずおぉぉぉぉぉぉ」

　鈴雄は背中から攻撃された。

　一いち応おう、責任者ナンバー２なのだが自覚は全くない野の菊ぎく朝あさ香かその人だった。

「鈴すず雄お。自販機見つけたって言ってたよな。俺おれ連れてってくれよ。持ってきたビール全部飲んじまったんだよ」

　まさに夏という露ろ出しゆつ度どの高い衣装に身を包んだ朝香はアルコール臭くさい息を鈴雄に吹きつけた。

「ビール全部って………朝香、箱で持って来ただろ」

「大自然の中だとアルコールの蒸発が早いんだよ」

　朝香は強ごう引いんに鈴雄の首に手を回すとグイと引いた。

「さ、行くぜ。鈴雄」

「待ってくれよ。料理してる二人をこのままにしてくのは」

「平気だって。お兄ちゃん。ちゃんと二人で出来るから」

「瑠る璃りのことを心配するコーチの気持ちは分かるけど。大丈夫だよ」

「しかしなぁ」

　鈴雄は料理の進行度合いを確認した。

　野菜はほとんど切り終えている。後は鍋なべで煮にてカレールーを入れるだけだ。

　無ぶ器き用ような二人だ。火傷やけどくらいはするかもしれないが指が切り落とされるような大事にはいたらないだろう。

　それに、アルコールの入っている朝香を振り払うには虎トラと戦うくらいの勇気と腕力が必要となる。

　鈴雄はきっぱりと抵てい抗こうを諦あきらめた。

「じゃぁ、僕は行くけど、気をつけるんだぞ」

「は～～ぃ」

「その救急箱の中に火傷用の塗ぬり薬ぐすりも入ってるからもしもの時には使うんだぞ」

「は～～～～い」

「それから、火をつける時には」

「鈴雄。心配するなよ。もう小こ鈴すずも瑠璃もガキじゃね～～んだ。滅めつ多たなことはないさ。さ、行くぜ」

　朝香によって鈴雄はズルズルと引ひき摺ずられた。

「近くに燃えやすい物を置かないようにするんだぞ！」

　鈴雄の最後の忠告が遠ざかっていった。

「じゃ、始めよ。瑠璃ちゃん」

「え～～と、これからどうすればいいの。小鈴ちゃん」

「簡単だよ。煮て野菜が柔やわらかくなったらカレールーを入れるだけだから」

　ボチャボチャと鍋に野菜やら肉やらをぶちこむ二人。

　そこには配分とかバランスとか分量といった言葉はない。

　小学三年生の若い少女二人はわいわいがやがやとクッキングを楽しんでいた。

　二人の正しよう体たいが、実は宇宙人ということを抜かせば、ごく普通の光景だった。







　宇宙は広い。

　広い宇宙なもんだから一いつ杯ぱい悪い奴やつもいる。

　そんな悪い奴を捕まえるため、宇宙には大きな警察機構があった。

　それでも続発する宇宙犯罪に対たい処しよすべく、銀河連邦警察機構（通称、宇宙のお巡まわりさん）は、ＡＰ隊を設立することを決定。ＡＰ隊ってのは、強力な武装機動隊のことだ。

　ＵＯＳ（宇宙のお巡りさんの略）は数多あまたの数の宇宙企業にパワードスーツの開発を要よう請せいし、二つの企業が最終審査に残った。

　最終審査の方法は一風変わったものだった。

　それぞれ地球人をモニターとして選び、パワードスーツを与え、派は遣けんされた宇宙犯罪人を幾名逮たい捕ほできるか競きそわせるものだった。

　こうして、幸運と言うか、哀あわれと言うか、二人の地球人が選出されたのである。

　その片方こそ、桜さくら咲ざき鈴すず雄お。

　もう片方は未いまだ謎なぞ………ということにされているのである。







「ねぇ、小こ鈴すずちゃん。野菜のクズどこに捨てればいいの？」

「ああ、ちょっと待って、ハナちゃんにあげるから」

　そう言ったタンポポはパタパタとサンダルを鳴らしてテントに駆かけ込むと大きめの籠かごを引っ張り出した。

　籠の中にはぶすっとする一匹のウサギがいた。

「朝あさ香かのペットね。名前知らなかった」

「ハナ一ハジメって言うんだよ」

　タンポポはそう言うと野菜クズを一つ手に取り突きつけた。

「ほ～～ら、ハナちゃん。ご飯だよ」

　ハナはプイとそっぽを向いた。

　こんなもん食えるわけないやろ！　ってな感じのふてぶてしい態度だった。

「なんて愛あい想その悪いウサギなの！」

　瑠る璃りの言葉に、ハナはますます気を悪くしたのか頰ほおを膨ふくらませた。

「野菜クズ嫌きらいなんじゃないの？　もっと別なもの」

「え～～と、朝香お姉ちゃんが前言ってたよ。ハナちゃんはチョコレートが大好物だって」

「チョコレート？」

「うん。チョコレートには目がないって」

「なんて贅ぜい沢たくなウサギなんだろ」

「しょうがないね。ほら、ハナちゃん。ここに置いておくから、お腹なか空すいたら食べるんだよ」

　タンポポは野菜クズを餌えさ箱ばこに突っ込むと立ち上がった。

「それじゃアタシ、まな板とか洗ってくるから」

　タンポポは小川の方へと去って行った。

　瑠る璃りも鍋なべをかき回し始める。

　ウサギは無言で野菜クズを蹴け散ちらした。

　今度はこんなクズなんてよう食えへんわ！　ってな態度だった。

　そんなウサギの視線がピタリと止まる。

　それはカレールーだった。

　すぐに入れられるよう、封ふうを切られたカレールーがすぐ近くの石の上に置いてあったのだ。

　カレールーは、なんだかちょっぴりチョコレートに似ていた。

　ウサギはゴクリと唾つばを飲み込んだ。







「え～～～と、使った包ほう丁ちようやまな板はキレーに洗って………と」

　タンポポは流れる小川の辺ほとりにてジャブジャブやっていた。

　小川のさらさらと流れる水の音、耳をすますと聞こえてくる小鳥のさえずり。

　とっても心地よかった。

　こうしていると、忘れてしまいそうだった。

　自分が、宇宙人で、モニター補ほ佐さのため鈴すず雄おと一いつ緒しよに生活していることを。

「本当はモニター期間中に街まちを離れちゃいけないんだけど………」

　一いつ瞬しゆん顔を曇くもらせたタンポポだったが、すぐにニッカリと笑う。

「いいよね、宇宙犯罪者のエーデルワイスもヒヤシンスもドクター・マロンフラワーだって、きっと夏休みを楽しんでるはずだし」







　クッション。

　鍋をかき回す瑠璃が何な故ぜかクシャミをした。

「いっけない。もう少しで鼻水ハナミズ入っちゃうとこだったわ。微妙な塩しお味あじがついちゃう!!」







　クッション。

　遊園地でバイトしてるボンキュッバ～ンな女性もクシャミした。

「お嬢じよう様さま、風か邪ぜですか？」

「きっと誰だれかが美しい私の噂うわさしてんのよ」







　クッション。

　コスモス荘にてゲームしてる老人もクシャミした。

「お祖じ父い様さま。風邪でございますか？」

「これで三日完かん徹てつで遊んでいるからの。そろそろ眠った方がいいかもな。ただのぉ、石せき板ばんがどこにあるのか分からんのじゃ」
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　鍋なべの中では色とりどりの野菜がグツグツ音をたてていた。

　瑠る璃りは玉たま杓じやく子し片手に鍋をのぞき込んでいた。

　鍋の中で大相撲ダイジェストしてる野菜を見ているのもけっこう楽しいものだった。

　人にん参じんと玉たま葱ねぎが擦こすれる音、耳を澄ますと豚ぶた肉にくが泳ぐ音も聞こえる。

　こうしていると忘れてしまいそうだった。

　自分が、Ａ級犯罪人、エーデルワイスで、パワードスーツ最終審しん査さのため臨時釈しやく放ほうされて来たことを。

　地球人のモニターの正しよう体たいを暴ばく露ろするのに成功すれば、減げん刑けい、もしくは完全釈放されるのだ。

　こんなところでカレーをかき混ぜている場合ではないのかもしれない。

　でも………。

「やっぱり夏休みは楽しまなくちゃいけないじゃない」

　瑠る璃りは拳こぶしを握にぎり締しめた。

「この夏休みの間に、コーチとの距離をグゥゥゥゥンと縮ちぢめるのよ」

　どうやら、夏休み中のエーデルワイスの活動はなさそうだった。

　グツグツグツグツグツ。

　鍋なべは相変わらずおいしそうな音をたてている。瑠璃が試しに玉たま杓じやく子しの腹で押してみると苦もなく潰つぶれた。

「もう煮にえたみたいね。カレールー入れなくちゃ」

　瑠璃は脇わきの袋ふくろに目を落とし、そして硬こう直ちよくした。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　一いつ拍ぱく後、瑠璃の叫びが辺あたりに響き渡った。







「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　その声は、じゃぶじゃぶとまな板を洗うタンポポの耳にも届いた。

「どうしたの！　瑠璃ちゃん！」

　タンポポは一いち目もく散さんに駆かけ戻った。

　瑠璃はペタリと地面にへたり込んでいた。

「カレーが」

　小さな指が指さす地点を見たタンポポは目を丸くした。

　カレールーがなくなっていたのだ。

「一体誰だれが………」

　少しでも洞どう察さつ力りよくの強い人物がいたならば、カゴの中で悶もだえ苦しむウサギに気がついたのだろうが、瑠璃とタンポポにそこまで思し考こうを広げる余よ裕ゆうはなかった。

「きっと、山の狸タヌキか狐キツネに食べられたのよ」

　そ～～ゆ～～ことで丸く納まった。

「どうしよう。小こ鈴すずちゃん」

「困ったな」

　タンポポは眉み間けんにシワを寄らせた。

「塩しおとかあれば味つけできるけど」

「マヨネーズならあるよ」

　瑠る璃りがマヨネーズを突き出す。

　二人は想像した。

　このグツグツ煮にえる鍋なべの中にマヨネーズをたっぷり入れてかき混ぜた光景を。

　ほんのちょっぴり吐はき気けがした。

　ほんのちょっぴり頭痛もした。

　二人は同時にため息を吐き出した。

「近くにカレールー売ってるとこなんてないし」

「誰だれかカレールー余あまってて分けてくれる人いないかなぁ」

　瑠璃がポツリと呟つぶやいた時だった。

　二人の前を、彫ほりの深い人たちが通り過ぎていった。

　頭にターバンとか巻いてあった。

　インド人だった。

　間違いなくインド人だった。

　何やらインドの言葉でわいわいがやがや話し合っていたが、もちろん二人に分かるわけがない。

「インドインドインド」

　瑠璃の耳にはそう聞こえた。

「カレーカレーカレー」

　小こ鈴すずの耳にはそう聞こえた。

　しかしそんなことは問題ではない。なんてったってインド人なのだ。インドはカレーの王国なのだ。

　二人は顔を見合わせ、どちらからともなく呟いた。

「インド人だ」

「カレールー持ってるかもしれない。頼たのんでみよう」

「でも瑠璃、インド語ってカレーしか知らないよ」

「笑顔で接すればきっとなんとかなるはずよ」

　タンポポは拳こぶしを握にぎり締しめると元気よくインド人の集団へ歩いて行った。




　事実、なんとかなった。




　大量のスパイスを抱かかえて二人は帰ってきた。

　二人の想像していたカレールーとは三億光年ほど離れていたが、カレーには違いないだろう。

「さて」

　大量のスパイスを鍋なべの前に置いた二人は黙だまりこくった。

　親切なインド人がおいしいスパイスの調ちよう合ごう等を教えてくれたが、もちろん二人に理解出来ているわけがない。

「一いつ杯ぱいあるね」

　タンポポが口を開いた。

「小こ鈴すずちゃん。どうすればいいか分かる？」

　タンポポは無言で首を横に振った。

　沈ちん黙もくの二人。

「なんとかなるよね」

「そうよね。たかがカレーだもん」

　二人は頷うなずき合うと、目の覚めるような色のスパイスを手当たりしだいに鍋にぶちこみ始めた。

　そこにもやっぱり、配分とかバランスとか分量といった言葉は見当たらなかった。

　殺人料理。

　その光景を目にした人物は、例外なくその言葉を思い浮かべることだろう。




　　　　　２




　タンポポと瑠る璃りがクッキングパパやってる頃ころ、鈴すず雄おと朝あさ香かは秘ひ境きようを探検していた。

　深い森を二人は歩いていた。

　もちろん道なんかなかった。

　どちらも一言も言葉を発しない。なんか認めるのが恐こわいからだ。

「一つ聞くが」

　さすがに耐え切れなくなった朝香が、勇気を振ふり絞しぼって口を開いた。

「ここはどこなんだ？」

「うむ」

　鈴雄は腕組みをすると、真ま顔がおで言った。

「迷った」

「真顔で言うんじゃね～～～！」

　鈴雄をぶっとばした朝香は改めて辺あたりを見渡した。

　やっぱり秘境だった。

　朝香は一つため息を吐はき出してからジト目で鈴雄を見た。

　そして、殺し屋が照しよう準じゆんを合わせた相手に囁ささやきかけるような口調で一言。

「お前、方向音おん痴ちだろ」

「ど、どうして僕の秘密を。今まで誰だれにも言ってなかったのに」

「分かるわい！　どこに自販機探そうといきなり森の中に入る馬ば鹿か野や郎ろうがいるんだよ」

「なんだよ、近道しろって強ごう引いんに蹴け飛とばしたのは朝あさ香かの方じゃないか！」

　鈴すず雄おも負けずに反撃した。

　しばし口くち喧げん嘩かの時間がさらさらと流れた。

「はぁ」

　ひとしきり喚わめき立てた二人は疲つかれたのかガックリと肩を落とした。

「とにかく、二人で仲良く遭そう難なんってことだけは勘かん弁べんしてくれよ。お前と心中なんてしたくないからな」

「僕だって御ご免めんさ」

「何だと。お前、俺おれと一いつ緒しよじゃやだって言うのか？」

「朝香と一緒がいやって言ってるんじゃないよ。死ぬのがいやって言ってるんだよ！」

「何だよその態度は。誰のせいでこんなになったと思ってるんだ？」

「無む理り矢や理り近道させようとした奴やつのせい」

「何だと、俺のせいだって言うのか？」

　復活した低俗な口喧嘩はまたしばらく続いた。

「なあ、朝香。くだらない口喧嘩で体力を消しよう耗もうすることは止めよう」

「同感だな」

　二人は体力の温存のため、停てい戦せん条約を結んだ。

「しかし冗じよう談だん抜きでやばくないか？　早くこの森から抜けないと」

「一いち応おう、来た方向へ戻ってるからいずれはキャンプ場につくと思うよ」

「本当なんだろうな、方向音おん痴ち？」

「大丈夫だって。さすがの僕でもそれくらいの判断はつくから」

　二人は歩き続けた。

　いまにも崩くずれそうな吊つり橋ばしを渡った。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを越えた。

　絶対人が来たことないって感じの湿地帯も乗り越えた。

「僕は一つ認識したよ」

〝インディージョーンズ〟と親しん戚せきになったような気持ちで倒れた木に腰を下ろした鈴雄は神妙な顔付きで呟つぶやいた。

「日本にはまだまだ秘ひ境きようがあるんだって」

「落ち着いて言ってる場合か」

　しみじみとする鈴すず雄おに朝あさ香かの強きよう烈れつな一撃が決まった。

「ど～～すんだよ。日も暮くれちまってるぜ。このままじゃ冗じよう談だん抜きでここで野の宿じゆくするしか」

「あ！」

「どうしたんだよ」

「よく考えたら僕地図と磁じ石しやく持ってたんだ」

「早くそれを思い出せ」

　朝香は鈴雄がポケットから引っ張り出した袋ふくろを奪うばい取った。

「でもこの状況下で地図や磁石が役に立つのかな？」

「心配すんな。俺おれは昔むかし、山岳部のダチから教わったことがあるんだ。地図と磁石で現在地を………」

　朝香は絶ぜつ句くした。

「おい、鈴雄」

「何？　やっぱり駄だ目めなのか？」

「こいつは何なんだ？」

　朝香は恐おそろしく険けん悪あくな声で言った。

「何って、地図と磁石………」

　覗のぞき込こんだ鈴雄も絶句した。

　世界地図とＵ字磁石だったからだ。

「お約束なことをしやがって」

　朝香の怒いかりの波動が空気を震ふるわせる。

〝北斗の拳〟のケンシロウが服を破る時の波動によく似ていた。

「違うんだ。朝香。これはタンポ、いや小こ鈴すずから渡されたもので、僕は全ぜん然ぜん全くノータッチ。あいつ地球のこと……じゃなくて世間のこと知らないから、磁石と地図って言ったらこれだと思って」

　鈴雄はいくら喚わめいても朝香の怒りは納まらなかった。

　彼女の怒りを沈める方法は一つ。

　彼女の右みぎ拳こぶしにある程度の衝しよう撃げきを与えるしかないのだ。

　つまり何かを殴なぐるということ。

　この何かってのを今さら説明しなくてもいいだろう。

　もちろん。鈴雄である。

　鈴雄が一発殴られることを覚かく悟ごした瞬しゆん間かんだった。

「何やってるんですか？」

　まだ声変わりもしていない、短パン半ズボン的な声だった。

　声の通りの少年達が二、三人、不思議そうに鈴雄と朝香を見つめている。

「なんでこんな森の奥深くに少年が……まさか君は遭そう難なんして死んだ子供の霊れいなのでは………」

　鈴すず雄おを馬ば鹿かのような瞳ひとみで見つめた少年達は無言で後ろを指さした。

　そこは秘ひ境きようではなかった。

　広場ではアラットオブなお子様達がいて、何やら料理を作っていた。

　プウンと漂ただよってくる香かおりはカレーのものだった。

「助かった」

　鈴雄と朝あさ香かは手を取り合ってその場でピョンピョンと飛び跳ねた。

　ひとしきりピョンピョンと飛び跳ねてから視線を少年へと戻す。

「ところで君達は？」

「僕達はこの近くの兜かぶと沢ざわ小学校の生徒です。今日は夏休みの親しん睦ぼく会かいで集まってるんです」

「なるほど」

「お兄さんお姉さんもよかったらカレー食べていきませんか？」

「いや～、気持ちは嬉うれしいけど、僕らキャンプ場に帰らなくちゃいけないんだ。道、分かるかな？」

「あっちです」

　少年はきっちりと反対方向を指さした。

「やっぱり反対方向じゃね～～か」

　朝香は鈴雄をゲシゲシと蹴けりつけた。

「そこの舗ほ装そう道路を下っていけば十五分くらいでつけます」

「サンキューな。ったく。お前よりもこのガキ達の方が何万倍も役に立つじゃね～か」

　ぐったりとする鈴雄に肩を貸した朝香は、言われた舗装道路へと向かう。

「待ってください」

　小学生の声で朝香と鈴雄を振り返った。

「何？」

「僕達、皆でご飯食べてから〝きもだめし〟をやるんです。六年生がお化ばけ役になって低学年を驚かすんです。お姉さん達も参加しませんか？」

「きもだめし………だって」

　朝香がちょっとだけイヤな顔を見せた。

「豪ごう華か商品だって出るんです」

「へ～～、面白そうだね」

　なんて言った鈴雄の腹に朝香の拳こぶしが減めり込こむ。

「悪いが俺おれ達たちは忙いそがしいんだ。またな」

「もし時間ができたら、八時頃ごろまたここに来てください」

　お子様の声を背中に浴びて鈴雄と朝香はその場を後にした。
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「遅おそいね」

「遅い」

　ゴトゴトと音をたてる鍋なべを前にタンポポと瑠る璃りはしゃがみ込んでいた。

「お兄ちゃん達、何やってるんだろ」

「もしかして、コーチと朝あさ香か………」

　瑠璃の頭にお子様は考えちゃいけない光景が浮かび上がった。

「駄だ目めぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　なんて瑠璃が絶ぜつ叫きようした丁ちよう度どその時、鈴すず雄おののんびりとした声が空気を震ふるわせた。

「ただ～いま」

「コーチ！」

　瑠璃はキッと鈴雄を睨にらみつけた。

「そんな大酒飲みの不健康な女のどこがいいんですか！」

「は？？？？」

　鈴雄は訳わけがワカメだった。

「どこ行ってたの。お兄ちゃん。心配したんだから」

「いやちょっと道に迷ってな」

「この馬ば鹿か野や郎ろうが道に迷ったせいだぜ。ったく、あそこでガキンチョ達に会わなかったら冗じよう談だん抜きで帰ってこられなかったかもな」

「ガキンチョ？」

「ああ、小学生達と会ってさ、その子達に道を教えてもらったんだ」

　鈴雄が答えた。

「なんでも夏休みの親しん睦ぼく会かいとかなんとかで皆でカレー食べて、きもだめしをするとかしないとか」

「きもだめし！」

　タンポポの瞳ひとみがキラリンと輝いた。

　そ～～ゆ～～～イベント系統は大好きな性格なのだ。

「きもだめし！」

　瑠璃も瞳をキラリンと輝いた。

　きもだめしで男女の距離は縮ちぢみまくり！

　不ふ純じゆんな動どう機きながら彼女もきもだめしは大好きなのだ。

「ああ、もしあれだったら参加しないかって誘さそわれたけど」

「面白そう。行きたい」

　タンポポは飛び跳ねた。

「瑠る璃りも行きたい行きたい」

　瑠璃も飛び跳ねた。

　お子様二人に飛び跳ねられて鈴すず雄おはちょっとだけ困った顔を見せた。

「行くのか？　まぁ、時間はまだ間に合うけど」

　視線は朝あさ香かに注がれる。

「や、止めとこうぜ。きもだめしなんか。それよりさっさと飯メシに」

　朝香は不自然を絵に書いたかのように狼ろう狽ばいした。

「もしかして朝香お姉ちゃん。苦にが手てなんじゃ」

「よく分かったな。朝香は実は」

　グワシ！

　何かを語ろうとした鈴雄は口くち封ふうじされた。朝香が鈴雄の口に玉たま葱ねぎを突っ込んだのだ。

「恐こわいわけないだろ。ハハ。俺おれがきもだめしを恐がるだって。笑わせるなよ。さ、行くぜ」

　朝香のプライドが、全すべての元げん凶きようだった。







「きもだめし！　きもだめし！」

　タンポポと瑠璃はお気楽に前方を歩いている。

　その足の軽さはわずか三グラム。

　五メートルほど後ろを歩く朝香の足の重さは二百トン。

　二百トンの重い足取りに気きの毒どくになった鈴雄はおずおずと小声で尋たずねた。

「おい、朝香。大丈夫なのか？」

「何がだよ」

　朝香の返事は、ちょとだけ語尾が濁にごっていた。

　朝香の雰ふん囲い気きからすれば幽ゆう霊れいなんぞ踏みつけて行きそうである。

　行きそうではあるがしか～～し！

　一いつ緒しよに遊園地のお化ばけ屋や敷しきに入ったことのある鈴雄の脳のう裏りには忌いまわしき思い出が刻きざみつけられていた。

　恐きよう怖ふで自分を見失った朝香に巴ともえ投なげされた思い出だ。

「嫌きらいなんだろ。きもだめしとか、お化け屋敷とか………納のう涼りよう関係」

「馬ば鹿かにすんなよ」

　朝香は鈴雄の首に腕を回すとグイと締め上げた。

「前回は不ふ意いをつかれて驚いちまったが、今回はそ～～～はいかね……」

　朝あさ香かはそこで言葉を止めた。

　まさに夏！　って露ろ出しゆつの高い太ふと股ももにペタリと冷たい感かん触しよくを覚えたからだ。

　朝香はゆっくりと振り返った。

　しわくちゃの化ばけ物ものがいた。

「いぃぃぃぃぃぃ！」

　朝香の顔が引きつる、筋肉に命令が走るまで○コンマ一秒もなかった。

　鈴すず雄おは巴ともえ投なげされた。

　しわくちゃの化物がヒョイと避よけたから鈴雄は林の中に飛ばされて行った。

「おひょひょひょひょ。元気のいいお嬢じようさんだ」

　原始時代から生きてそうな老ろう婆ばは乾いた笑いを響かせた。

「さ、急がないと間に合わないぞい」

「おばあさんもきもだめしに参加するの？」

　トコトコと近寄って来たタンポポの問いに老婆はひょひょと笑った。

「わしは、出発前に昔むかし話ばなしをするように頼たのまれただけじゃい」

「ったく、驚かすなよ」

「お前さん達もきもだめしに参加するんじゃろ」

「うん。おばあさん。押してってあげる。瑠る璃りちゃんも手伝って」

「お、優やさしい子達じゃな」

　わいわいがやがやと歩いて行く四人。

　林の中では、巴投げされた鈴雄が枝に引っかかっていた。

「な～～にが今回はそうはいかね～だよ」

　鈴雄はぶすっとした顔で呟つぶやいた。
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「むか～～～し、むか～～～し、この地方にはな、兜かぶと沢ざわ家けという武士の一団がいてな」

　老婆の語りが始まった。

　話よりこのば～さまの方が恐こわいな……と思いながら鈴雄は頰ほおの傷にくまさんの絆ばん創そう膏こうを張りつけた。

　巴投げされた時にできた無数の傷のうちの一つだ。

「七月三十日、敵対していた武士団が攻めてくるという情報を得て、装備を整えて待っていたんじゃ。だが、しか～～し！」

　ばあさまはそこで目をくわあっと見開いた。

　魂たましいでも抜き取られそうな迫はく力りよくだった。

「その日の晩に用意された夕食のフグ刺さしにあたって皆死んでしまったのじゃ！」

　誰だれも何も言わなかった。

　小学生でも呆あきれているのだ。

「戦って死ぬなら武士として本ほん望もう、しかし決戦の直前に食中毒で死んで成じよう仏ぶつできるわけがない。それ以後、毎年七月三十日になると、武ぶ家け屋や敷しき跡あとには、成仏できない侍さむらい達の霊れいがわんさか出て、まだ来ぬ敵を待っているそうな」

　招待され、もったいぶって話し始めたわりには老ろう婆ばの昔むかし話ばなしは呆あつ気けなく終わった。

　アラットオブなガキンチョ達、誰一人として恐きよう怖ふしてなかった。

　ガキンチョ達が平気なのに、ただ一人、真まっ青さおになってる奴やつがいた。

　言わなくても分かるだろう。朝あさ香かである。

「それじゃ、ペアを作ってくれませんか？」

　進行役の少年の言葉にいち早く反応した瑠る璃りが鈴すず雄おの首にかじりついた。

「コーチ、一いつ緒しよに行こ」

「え、ああ」

「じゃぁ、朝香お姉ちゃん。一緒でいいよね」

「………」

　朝香は無言で頷うなずいた。

　出発する順番を決めるくじ引きがなされる。

　１！

　鈴雄の引いたくじにはそう書かれていた。

「一番か」

　これといって臆おくする表情も見せない。

「それじゃ、ここをまっすぐに行って最初の曲がり角を左に曲がってください。後は一本道だから」

　小学生に説明されるが、鈴雄はあまり聞いてなかった。

　心配ごとがあったからである。

　チラリと朝香を一いち瞥べつすると、やっぱり表情がゴチゴチだった。

　もしかして……やばいんじゃないだろうか？

「コーチ。行く時間だよ！」

　強ごう引いんに手を引っ張られて暗くら闇やみへと入っていく鈴雄。

　やっぱり不安は拭ぬぐえなかった。







「なぁ、さっきの話、あれは作り話だろ？」

　一人、茶をすする老ろう婆ばに朝あさ香かは話しかけた。

「恐こわいのかい？　お嬢じようさんや」

「馬ば鹿か言うなよ。恐いなんてことあるわけね～～じゃね～～か」

　思いきり虚きよ勢せいを張るが、一皮捲めくれば子こ羊ひつじが現れるのは目に見えている。

「ほっほっほっほ」

　老婆は、テープに録音すればすぐにでもどっかのお化ばけ屋や敷しきで使えそうな笑いを響かせた。

「噓うそなんだろ？」

「あの話は正しよう真しん正しよう銘めいの本当のことじゃぞ」

　朝香の表情が強こわばった。

　アラビア糊のりを塗ぬりたくって天てん火びで乾かしたような感じだ。

　そんな表情を前に老婆はもう一度笑うと今度は安心させるように言った。

「安心せい。きもだめしのコースは武ぶ家け屋や敷しき跡あとからは外はずれておる。本当に武家屋敷跡を歩いたらそれこそ冗じよう談だん抜きに取り殺されてしまうからの」

「そ、そうなのか」

「ああ、最初の分かれ道で間違えなければ武家屋敷跡なんぞ見ることもないじゃろう」







「う～～～～む」

　瑠る璃りに一方的に手を握にぎられながら歩く鈴すず雄おは唸うなった。

　朝香のあの恐きよう怖ふを薄うす皮かわで隠かくしただけの表情がどうにも不安だったのだ。

　先ほどから数人、お化ばけ役の小学生が飛び出したりもしているが、悩み続けている鈴雄の瞳ひとみには写らなかった。

「まずいかもしれない」

　鈴雄はポツリと呟つぶやいた。

　何も朝香のことを心配しているわけではない。

　いくら幽ゆう霊れいが苦にが手てとはいっても朝香は朝香なのだ。

　学生時代、合計三百九十八人を病院送りにしたと豪ごう語ごするあの朝香なのだ。

　たまたま乗り合わせた電車で遭そう遇ぐうした痴ち漢かんに全治六か月の傷を負わせ、最後はレールに縛しばりつけようとして駅員に止められた朝香なのだ。

　心配なのは、タンポポ、そしてお化けの皆様達である。

　恐おそろしく強い朝香。しかし、彼女にはホラー関係という弱点があった。

　そして、極度の恐怖にさらされると無意識のうちに体を動かし近くのものをぶん投げるという変わった習性があるのだ。

　鈴雄の頭に恐ろしい光景が浮かんだ。

　それは、朝あさ香かがタンポポを墓はか石いしに向かって投げつける光景であったり、お化ばけ役の人に向かって墓石を投げつける光景であったり。

　どちらにせよ三面記事になるのは必ひつ至しである。

　この事態を防ぐにはどうしたらいいか。

　鈴すず雄おはグリコーゲンを燃料に、脳のう味み噌そをぐるぐると回転させた。

「あいつプライド高いから絶対辞じ退たいなんかしないしな」

　と、すると、手は一つしかない。

　朝香が、物をぶん投げない状況、つまりお化けが出てこない状況を作るしかないのだ。

「悪いが、お化け役の皆様には大人おとなしくしていてもらおう」

　鈴雄はギュッと拳こぶしを握にぎり締しめた。

「どうしたの。コーチ。さっきからブツブツブツ独ひとり言ごと言って」

「瑠る璃りちゃん。悪いんだけどさ」

　鈴雄はしゃがみこむと瑠璃と視線を合わせた。

「実は………」







　来た！

　文もん句くなしに瑠璃は思った。

　こ～～いった雰ふん囲い気きで、男が深しん刻こくな顔付きで何かを切り出したら、それはあれしかないのである。

　少なくとも瑠璃の頭はそ～～ゆ～～ことで一いつ杯ぱいなのだ。

　こ～～～ゆ～～ことは最後まで言わせたら相手がかわいそうだわ。

　瑠璃はゴクリと唾つばを飲み干すと、鈴雄の唇くちびるに小さい指を当てて言った。

「いいよ。言わなくても。コーチの気持ちは分かるから」

「分かるのか？」

「うん」

　瑠璃は自信をもって頷うなずいた。

「それじゃ、いいかな？」

　おずおずと尋たずねる鈴雄。

「いいよ」

　瑠璃は瞳ひとみを閉じた。

「好きにして」

「よし、じゃぁ好きにするよ」

　何かを期待して待つ瑠璃の耳には届とどいていなかった。

　すこし離れた茂みの中で呟つぶやかれたその言葉を。

「へ～～んしん。ドッコイダー！」







　夜道を走るブルーな影があった。

　株式会社オタンコナス製作、超特殊汎はん用ようパワードスーツを着用した鈴すず雄おの姿なのである。

　驚きよう愕がく！　小学生を巴ともえ投なげ！

　悲劇！　流りゆう血けつのきもだめし！

　なんて記事が新聞に載のらないようにするためには、お化ばけ役の皆様には大人おとなしくしていてもらうしかないのだ。

　不ふ本ほん意いながらこの拳こぶしで。

　鬼オニのように突っ走るドッコイダーはふと足を止めた。

　目の前には分かれ道があったからだった。

「うむ」

　ドッコイダーはもっともらしく頷うなずいた。

「そう言えば、分かれ道がどうとかこうとか言っていたような気がする」

　ドッコイダーは漬つけ物もの石いしのように押し黙だまった。どちらか分からないからだ。

　左を見た。野道があった。

　右を見た。やはり野道だった。

　どちらも可能性としてはありえそうだった。

「仕方ない。あの技わざを使うしかない」

　ドッコイダーは近くに落ちていた枯かれ木きを拾うとそれを立てた。

「ドッコイ二者択たく一いつチョーズンデラックス棒！」

　二者選択の時には、九十パーセントの確立で正解を示すという素す晴ばらしい技である。

　ただ、パワードスーツに組み込まれるべき技なのかは疑問に思うところだった。

　しかし、心配する必要はない。

　ドッコイダーの百八ある必ひつ殺さつ技わざの大半がこんな下くだらない技ばかりなのだ。

　ドッコイダーの手の中で、棒はライトブルーに発光すると、静かに倒れた。

「よし、こっちだな」

　棒に従って左の道を走り出したドッコイダーだったが、すぐに足にブレーキをかける。

　砂ぼこりをたてて停止したドッコイダーは瞳ひとみを右の道へと向けた。

　遠くに火の玉が見えた。

「危ない。危あやうく間違った道へ行くところだった。火の玉が見えるってことはきもだめしコースはこちらだな」

　ドッコイダーは慌あわてて引き返すと、自信を持って分かれ道を右に曲がった。

「的中率九十パーセントでも外はずれることもあるんだな」







「ねぇ、コーチ。瑠る璃り、大人おとなになる覚かく悟ごはして来たから」

　どっかの遊園地で口にしたような台詞せりふを飽あきもせず口にしていた。

　瑠璃は待ち続けた。かなり待ち続けた。しかしいっこうに期待すべきものは訪れない。

　人の気け配はいは感じるが、いっこうに顔を近づけてくる様子がないのだ。

　時には女の子の方から大だい胆たんに迫せまってみよう。

　どっかの少女漫画誌に乗っていた記事を思い出し、瑠璃は決心を固めた。

「緊きん張ちようしちゃったんでしょ。じゃぁ、瑠璃の方から行くね」

　瑠璃は大胆にも目の前に飛びつくと熱いベーゼをプレゼントした。

　ぶっちゅぅぅぅぅぅ。

「これで大人……」

　瞳ひとみを開いた瑠璃に氷点下マイナス40度の風が吹きつけた。

　確かに、周りを元気なガキンチョ達が取り囲んで興きよう味み深そうに自分を見下ろしているってのもあった。

　でも凍こおりついた一番の理由は別にある。

　別人だったのだ。

　自分が、愛のベーゼでぶっちゅりした人物は、愛するコーチではなく、現地人の女の子だったのだ。

　瑠璃は少々気き丈じような顔立ちながら、紛まぎれもないかわいこちゃんだった。

　瑠璃が間違ってぶちゅーしちゃった女の子も、少々田舎いなかくさい雰ふん囲い気きはあるが可か愛わいらしい子だった。

　禁きん断だんの世界の始まりだった。

「良かった。私も初めて見た時から、あなたのことを」

　なんてことを頰ほおを赤らめて相手の女の子が言うからますます状況は危なくなった。

　プッツリ。

　何かが瑠璃の中で弾はじけ飛んだ。

　瑠璃は無言でポケットから粘ねん土どとチョークを取り出すと、茂みの中へと姿を消して行った。

「女と女って、世間の風当たりは強いけど、負けないようにがんばりましょ」

　うっとりとした少女が茂みを搔かき分け瑠璃を追いかける。

　そこには、細い舗ほ装そう道路が併へい設せつされていた。

　アスファルトにはチョークで魔ま方ほう陣じんが描かれていた。

　少女は魔ま方ほう陣じんの中央に擱かく座ざしてたものをまじまじと見つめた。

　そこには、粘ねん土どを適当にこねって作ったような怪かい物ぶつがいたのである。

　そして、怪物の頭の天てつ辺べんには、純白のドレスに身を包んだ少女の姿があった。

　彼女こそ、魔方陣と己おのれの血液を使ってゴーレムを作り上げるエルロード一族の末まつ裔えい、エーデルワイスなのだ。

　でも、中なか空そら町まちなら知名度高い彼女も、ここではたんなる変な女らしく、子供達の好こう奇きの的まとになっていた。

　そんな中、エーデルはフルフルと身を震ふるわせていた。

「許さないわ。妾わらわの純じゆん潔けつを奪うばった罪つみ！　万ばん死しに値あたいする」

　凄すご味みを帯びた表情のエーデルワイスは、ニヤリと壊こわれた笑みを浮かべて言った。

「死刑決定」
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「おかしい。先ほど確かに火の玉が見えたはずなのだが」

　闇やみ夜よを駆かける一筋の青い稲いな妻ずま、我らがドッコイダーは、足を止めた。

　分かれ道を右に曲がってから早くも五分近くが経過している。

　すぐに、お化ばけ役の人々と遭そう遇ぐうするだろう。

　そう思って走り始めたのだが、行き着いた先はだだっぴろい広場だった。

　とてもきもだめしのコースに使うとは思えない。

「う～～～む」

　ドッコイダーはヒーローらしく正せい々せい堂どう々どうと悩んだ。

「もしかして、先ほどの火の玉は目の錯さつ覚かくで、正解は左の道だったかもしれん」

　考えれば考えるほどその可能性が膨ふくらんでくる。

　ドッコイ二者択たく一いつチョーズンデラックス棒が外はずれたのも気にはかかっていた。

「これはいかん。早く引き返さねば」

　ドッコイダーが踵きびすを返そうとした時、背はい後ごから野の太ぶとい声がかけられた。

『お前は誰だれだ？』

　ドッコイダーは慌あわてて足を止めた。

　振り返ると、鎧よろい武む者しやがいた。

「やはりきもだめしのコースはこっちで良かったんだな」

　きもだめしのエキストラにしてはリアルな鎧を着用してるとか、六年生とは思えない体たい軀くをしてるとか、よく見ると足あし下もとが透すけてるとか、そ～～～いった類たぐいのことは気にもならなかった。

　鎧武者がいる。だからここはきもだめし会場。

　ヒーローらしい短たん絡らく的てき思し考こうでドッコイダーはそう確信した。

　鎧よろい武む者しやはもう一度尋たずねた。

『お前は誰だれだ』

　もちろん、耳元でドッコイダーテーマソングが流れて性格がヒーローになってるドッコイダーの返事は決まっている。

「私は、正義の味方！　ドッコイダーだ！」

『どっこいだーだと？』

「そうだ、今日は君たちにお願いがあって」

　そこでドッコイダーは言葉を止めずにはいられなかった。

　いきなり、鎧武者がドッコイダーに向かって斬きりかかってきたからだ。

「うわっち！」

　紙かみ一ひと重えで避よけたドッコイダーはヒーローらしく正せい々せい堂どう々どうと抗こう議ぎした。

「危ないではないか！」

『問答無用！　たった一人で来た勇気には敬けい服ふくするが、ここを通すわけにはいかない！』

　鎧武者の意志は目め茶ちや苦く茶ちや固そうだった。

「なるほど、そこまでお化ばけ役に誇ほこりを持っているということか」

　ドッコイダーはちょっと感動した。

　正義の味方は強い信念を持つ男には共感してしまうという習性を持っているのだ。

　しかし、ここで引くわけにはいかない。

　タンポポの命、そしてお化け役の人々の命だってかかっているのだ。

　ドッコイダーは右手に力を込めた。

「ドッコイソード！」

　ドッコイダーの右手に紫むらさきのライトサーベルが現れる。

　その気になれば、たくあんから瀬せ戸と大おお橋はしまで簡単にぶった斬れる優すぐれものであるし、簡単砥と石いしもおまけでついている。

　唯ゆい一いつの欠点は、相手が刀を持っている時にしか使用できないということだ。

　丸まる腰ごし相手に武器使ったら卑ひ怯きようでしょ（タンポポ談）

　正義の味方というコンセプトのもとに設計された、ドッコイダーは卑怯なことは出来ないようにプログラムされているのだ。

　ドッコイダーはドッコイソードの威い力りよくを、相手を気き絶ぜつさせるスタンレベルにまで落とした。

「さぁ、かかってこい」

　わしゃわしゃわしゃ。

　どこからともなく湧わき出てくる鎧武者達。きっと全国で一番、鎧武者の密度が高い広場であろう。

　さすがにそれは予想していなかったドッコイダーだが、正義の味方は決してひるまないのだ。

「私はドッコイダー！　正義の味方だ」

　ドッコイダーは、百数十の鎧よろい武む者しやに囲まれても、元気に胸を張った。







「今年の六年生の演出はすごいらしいぞ」

「まだ、誰だれもゴールしてないんだって」

「へぇぇぇ」

　スタート地点ではそんな声が囁ささやかれていた。

「朝あさ香かお姉ちゃん。まだ誰もゴールしてないんだって。うまくいけばアタシ達が優勝できるかもしれない」

　タンポポは好こう奇き心しんに潤うるんだ瞳ひとみで朝香を見上げた。

　チ～～～～ン。

　仏ぶつ壇だんの前で鳴らす鐘かねのような音が世界のどこかで鳴った。

　朝香はそんな感じだったのだ。

「朝香……お姉ちゃん………」

　タンポポは、命知らずにも言った。

「もしかして………恐こわいの？」

「馬ば鹿か言うなよ！　恐いなんてことあるわけね～だろ。俺おれを誰だと思ってるんだ」

「三十六番！　三十六番！」

　番号を告げる少年の声が響く。

「アタシ達の番だよ。行こ。朝香お姉ちゃん」

「ああ、任せろ！　化ばけ物ものなんてぶっとばしてやる」

　ゴルゴダの丘おかに引き出された時のキリストって、こんな気分だったのかもしれね～～な。

　ぐいぐいとタンポポを引っ張りながら朝香はそう思った。
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　暗い夜道ってのは、何も出てこなくても恐いものなのだ。

　まいったぜ。

　朝香は心中で毒どくついた。

　やっぱり腹痛いとか噓うそこいて休みゃよかったな。

　お子様なタンポポの手前、虚きよ勢せいを張って勢いよく歩み出したはいいが、その心境はダーク過ぎてほとんどブラックに近いブルーだ。

　いっそ、こいつに訳わけを話して引き返す………駄だ目めだ！

　プライドの高い朝あさ香かはブルンブルンと首を振った。

　そんな恥はずかしいことをしてたまるか！

　朝香はゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　恐こわくない恐くない。たかが小学六年のガキが用意する化ばけ物ものだ。恐いはずが……。

「ぎゃぁぁぁ！」

　突とつ然ぜん、飛び出してきたちょうちんお化ばけ。

「おぴょぉぉぁ」

　飛び出してくる半はん魚ぎよ人じん。

「あっぽぉぉぉぉ」

　飛び出してくるジャイアント馬ば場ば。

　目茶メチヤ恐かった。

　とくに最後なんて殺人的恐さだった。

「うわぁ、けっこううまく作ってるね」

　にこやかに笑いながら朝香を見上げたタンポポ。さすがに鈍どん感かんな彼女でも、朝香の尋じん常じようでない表情に気がついた。

　経験を積んだ大人おとななら、その表情を一いつ触しよく即そく発はつと名付けることができただろう。

　触ふれたら目茶危険だと判断することも出来たはずだ。

　でも、経験を積んでないタンポポには分からなかった。

「どうしたの？　朝香お姉ちゃん、顔色悪いけど」

　タンポポが命知らずにも朝香に近寄った時だった。

「きゃぁぁぁぁぁ」

「うわぁぁぁぁぁ」

　それまでとは全く異質の、とんでもなくすさまじい悲ひ鳴めいが先の方から聞こえて来た。

　がさごそがさごそ。

　何か無ぶ気き味みなもんが這はいずりまわる音も聞こえる。

『ネンド～～』

　無気味なおたけびさえもだ。

「い！」

　朝香の手が無意識のうちにタンポポのワンピースを握にぎり締しめる。

　知らず知らずのうちに体勢を崩くずす。

「え？」

　突然空中に持ち上げられたタンポポはキョトンとした表情を見せた。

　まさか、これから自分が巴ともえ投なげされるなんて想像もしなかった。

　哀あわれ、タンポポ・トコドッコ・ポポールは、地球滞たい在ざい任務中に巴ともえ投なげされて………。

　殉じゆん職しよく！

　なんて最悪の事態にはならなかった。

　幸運にも、そこで朝あさ香かの柔道教室は終わったのだ。

『ネンド～～～～』

　って吠ほえてるものの全ぜん容ようが明らかになったからである。

　ネンドをこねくりまわして作ったような化ばけ物ものだった。

『ネンドーー』

　造形もいい加か減げんなら、鳴き声もいい加減だった。

　そして、怪かい物ぶつの周りには、体に粘ねん土どを巻きつけられて動けないお子様達が一いつ杯ぱいだった。

　何な故ぜゴールできないかの理由は理解できた。

　全すべてはこの怪物のせいだったのだ。

「ネンドー！　妾わらわの純じゆん潔けつを汚けがされた恨うらみをはらすのじゃ～」

　怪物の上でそう喚わめいている少女のことを、もちろんタンポポが知らないはずがない。

「なんでこんなとこにエーデルが？　早くドッコイダーに知らせないと」

　そう呟つぶやいたタンポポは慌あわてて口を押さえる。

　自分が、ドッコイダーの補ほ佐さ役やくとして派は遣けんされた宇宙人だっちゅうことはＸファイルにものっていない秘密なのだ。

「今のは独ひとり言ごと、意味のない独り言だから」

　必ひつ死しに隣となりの朝香に言いい訳わけをするが、その必要はなかった。

「あれ？」

　朝香の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

「朝香お姉ちゃん？」

　キョロキョロと辺あたりを見渡す、が朝香はいない。

　朝香は見つからなかったが、かわりに別の奴やつが近くの茂みから出てきた。

　紫むらさきのマントに身を包み、荘そう厳ごんな美しさと妖よう艶えんな美を兼かね備そなえたヒロイン。

「ネ、ネルロイドガール！」

　株式会社オタンコナスのライバル。

　同じく最終審しん査さまで残ったエメラルドカンパニー製作、ネルロイドＸを着用したネルロイドガールである。

　誰だれがモニターをやっているかは、永遠の謎なぞである。

　もうほとんどばれてるような気もするけど一いち応おう永遠の秘密なのである。

「やったやな。チャンスや！　ここでエーデルを逮たい捕ほしてしまえば一歩リード出来るで」

　肩に乗っかって喚わめいているのは、ネルロイドガールの補佐として地球にやってきた不思議動物。ウサギみたいなそいつの名は、ハナモモンチョ。

　見かけだけでは絶対信用できないが、ネルロイドＸ製作チームのチーフなのだ。

「確かに、俺おれは幽ゆう霊れいは苦にが手てだ」

　ネルロイドガールはツカツカとネンドーに歩み寄る。

「だが、しかし！」

　ネルロイドガールは拳こぶしを固めた。固めた拳にはエネルギーが凝ぎよう縮しゆくし発光する。あたったら痛そうな光だった。

　ネルロイドガールは拳を振り上げ、叩たたきつけるように言った。

「怪かい獣じゆうなら平気だ」

　ドカバキボキ！

　粘ねん土どを適当にこねくって作ったような怪かい物ぶつ、ネルロイドガールの敵ではなかった。







「覚えておれ!!」

　ネンドーを粉こな々ごなに破壊されたエーデルは捨すて台詞ぜりふを吐はき出すと一いち目もく散さんに墓はか場ばの中へと逃げ出した。

　大きく息を吐はき出したネルロイドガールは思い出したように肩のハナモモンチョに尋たずねた。

「ハナ。草むらで会った時から聞こうと思ってたが、その分ぶ厚あついタラコ唇くちびるはなんだ？　チョコレートと間違えてカレールーでも食べたのか？」

　図ず星ぼし！

「うるさい！」

　何な故ぜかハナモモンチョは動どう揺ようした。

「そんなことより、さっさと逃げたエーデルを追いかけるんや！」

「ふっ」

　ネルロイドガールの薄うすく紅べにを塗ぬった唇がかすかに動いた。

「敗はい者しやを追いかけるのは好みじゃない」

「何言うてんのや。こんなときに格かつ好こうつけとる場合か！」

　そこでハナモモンチョは何かに気がついたのか、ハッと息を飲むとジト目でエーデルを見た。

「まさか、お前、墓はか場ばに入るのが恐こわいなんて言うんやないやろな」

　図星！

「やっぱりか」

　ネルロイドガールはハナモモンチョを摑つかむと思いきり振り回した。

「必ひつ殺さつネルロイド観かん覧らん車しや」

「うぎゃ～～～～。やめて～～な。目がまわってひまふ！」







　木こ陰かげからその様子を見守っていたタンポポは口の中で呟つぶやくようにして言った。

「ネルロイドガールは墓はか場ばが嫌きらい………」

　ここまでくればネルロイドガールの正しよう体たいが分かりそうなものだが、そこは推理力がおぽんちなタンポポ。

「ネルロイドガールの弱点。ちゃんとメモしておかなくちゃ。あ、でも相手チームの弱点をチェックするなんて、もしかしてアタシって卑ひ怯きよう者もの？」

　大おお馬ば鹿か者ものだった。
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　その頃ころ、ドッコイダーは。

　まだ尋じん常じようでない死し闘とうを繰り広げていた。

『成せい敗ぱいしてくれる！』

　数人の鎧よろい武む者しやが刀を振り上げて襲おそいかかってくる。

　ドッコイダーはドッコイソードを横よこ薙なぎにした。

『ぐあぁぁぁぁぁぁ』

　鎧武者が弾はじき飛ばされる。

　ドッコイソードのレベルは人が死なない程度の中では最高レベルに上げていた。

　象ゾウでも一撃で失しつ神しんさせるレベルなのだ。

　にもかかわらず、武者達はむっくりと起き上がって再び襲いかかってくるのだ。

　普通なら異い変へんを感じただろう。

　しかしそこは精神だけは天下無む敵てきのドッコイダー。その程度のことでは動じない。





　♪進め！　ドッコイダー！

　　走れ！　ドッコイダー！

　　がんばれ！　ドッコイダー！

　　疲れたらちょっと休め！　ドッコイダー!!

　　休んだらまたがんばれ！　ドッコイダー!!

　　いっぱい疲れたらいっぱい休め！　ドッコイダー！

　　いっぱい休んだらまたいっぱいがんばれ！　ドッコイダー！♪






　怯ひるみそうになっても、耳元で流れるドッコイダーテーマソングが勇気をくれるのだ。

「私は負けん！」

　数百人にまで膨ふくれ上がった武む者しや達の中、ドッコイダーはドッコイソードを握にぎり締しめた。

　その時だった。

『待て！』

　唐とう突とつに威い厳げん溢あふれる太い声が響いた。

　数百人の武者がピタリと行動を停止し、声の響いた方向へ顔を向ける。

　ドッコイダーもそれにならった。

　何な故ぜかそこには大きな屋や敷しきがあった。

　さっきまではそこになかったはずの屋敷だ。

　でも我らがドッコイダーはその程度の些さ細さいな怪かい奇き現象なぞ気にもとめなかった。

『親方様！』

　武者達が、屋敷の縁側に立つ男へ向けてそう言った。

　なんか大河ドラマに出てきそうな男だった。

　着用している鎧よろいも、一ひと際きわ豪ごう奢しや。

　顔立ちも、一際立りつ派ぱだった。

　男は、縁側から飛び降りると、ツカツカとドッコイダーに歩み寄った。

　威厳を振りまく歩みだった。
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「ただもんじゃない」

　ドッコイダーは呟つぶやいた。

　厳おごかに歩み寄ってきた男はいきなりその場で素すっ転ころんだ。

　国宝級に気まずい沈ちん黙もく。

　しかし、男は何事もなかったかのように立ち上がると一言。

『こ～～ゆ～～こともある』

「さらにただもんじゃない」

　ドッコイダーはもう一度呟いた。

　男は、ドッコイダーの前で足を止め、言った。

『わしは、兜かぶと沢ざわ股また左ざ衛え門もん。ここの長おさだ』

「私はドッコイダー。正義の味方だ」

　ドッコイダーは負けじと自じ己こ紹しよう介かいした。

『ただ一人、ここに乗り込み、そしてこれだけの数を相手にひるまず戦ったお主ぬしに敬意を表し、一いつ騎き討うちを申し込みたい』

「一騎討ち？」

『さよう。お主が勝ったならば、大人おとなしくここを退ひこうではないか』

『親方様！』

　周りで沸わき上がる声を股左衛門は一いち瞥べつして押さえた。

『どうだ？』

「………」

　ドッコイダーは無言で応じた。

　イマイチ状況が理解出来ないのだ。

　ふ～～～む。

　しばし悩んだ後、ドッコイダーは勝かつ手てな解釈で納なつ得とくした。

　なるほど、この異い様ように老ふけてる小学生がお化ばけ役の中のリーダーというわけか。

　まだ相手を小学生だと思っているあたりがさすがドッコイダーである。

　こいつとチャンバラして勝利すれば、お化けの演出を中断してくれるということだな。

　そうすれば朝あさ香かが驚くこともない、つまりタンポポが巴ともえ投なげされることもない。

　みんなが幸せになれる！

「望むところだ」

　ドッコイダーが了りよう解かいの意を告げる。

『ふふ』

　股左衛門はゆっくりと腰の日本刀を引き抜いた。月明かりを受けてきらめく、切れ味のミラクルよさそうな刀だった。

『行くぞ！』

　股また左ざ衛え門もんの強力な剣けん撃げきがドッコイダーを襲おそった。

　かろうじてドッコイソードで受け止めてはみたものの、反動で大きく弾はじき飛ばされる。

『今の一撃を受け止めるとは、さすがだな。ならば受けるがいい。兜かぶと沢ざわ家最大の奥おう義ぎ、兜半はん月げつ猪いの鹿しか蝶ちよう梅うめ牡ぼ丹たん斬ぎり！』

　股左衛門が走った。

「何お。こっちだって奥義だ！」

　もちろん、ドッコイダーは奥義なんて持ってなかった。

　それでもないと思われるのがしゃくだから適当に漢字を並べてみた。

「焼肉定食八はつ宝ぼう菜さい烏龍ウーロン茶ちや斬り！」

　ドッコイダーも走った。

　ドッコイダーと股左衛門が交こう差さし、そして静止した。

　気の遠くなるほどに長い一いつ瞬しゆんが過ぎた。

『お前の………勝ちじゃな』

　股左衛門は大きく息を吐はき出すと折れた刀を投げ捨て、振り返った。

『戦って死ぬことこそ、武士の本ほん望もうなり。これでやっと成じよう仏ぶつできる』

　股左衛門の体がゆっくりと透すけて行く。

　股左衛門だけではない、辺あたりで戦いを見つめていた武む者しや達も、そして屋や敷しきも空気に溶けるように薄うすれて行く。

『これより東の方角に見える一本杉の下にささやかながらわしの財産が埋うめてある。それをお前にやろう』

　すでに目をこらさなければ判別不可能にまで薄れた股左衛門は微かすかに笑えみを浮かべた。

『どっこいだー。礼を言うぞ』

　全すべてが消えた。

　股左衛門も、武者達も、屋敷も……。

　全てが忽こつ然ぜんと消え失せた。

「う～～～む、立体映像という奴やつだな。最近の〝きもだめし〟はこってるな」

　ドッコイダーはひとしきり納なつ得とくしてから気を取り直すように言った。

「さて、引き返すとするか。瑠る璃りちゃんが怒おこってるかもしれないし」







　変身するのは人目のつかないところで。

　変身解除もやっぱり人目につかないとこでやるのがセオリーなのだ。

　まさに変身解除のために作られたといった茂みに飛び込んだドッコイダーは静かに変身解除コードを口にした。

「ナマムギナマゴメナマタマゴ」

　桜さくら咲ざき鈴すず雄おに戻ったドッコイダーはふ～～と息を吐はき出した。

　と、同じく茂みの中で息を吐き出す人の気け配はいに気がついた。

　茂みをかき分け、向こう側に見えた人物に鈴雄は瞳どう孔こうを開いた。

「あ、朝あさ香かじゃないか！」

「鈴雄！」

　予よ期きせぬ出会いに二人は驚いた。

「朝香、お前もしかして見なかったか？」

「鈴雄、お前こそとんでもない光景を見なかったか？」

　二人はしばしお互たがいの腹ハラでも覗のぞくような沈ちん黙もくを保った後。

「なんでもないなんでもない」

　笑い合った。

「で、何やってるんだよ。こんなところで」

「いろいろあってな。そ～～ゆ～～お前だってかなり前に瑠る璃りと出発したはずだろ。なんでこんなところにいるんだよ」

「こっちもいろいろやってたんだよ」

　鈴雄は口の中で続けて言った。

　誰だれかさんのためにな。

「仕方ねえな。俺おれも小こ鈴すずとはぐれちまったし、一いつ緒しよに行くか。ゴールまで」

「え？」

「どうしたんだよ。嫌いやそうな顔して」

「いや、なんでもないよ。そうだよ。もうお化ばけ役の人は出てこないし、投げられる心配なんてないよな」

「ほら行くぜ」

　朝香に引っ張られて鈴雄は茂みを出た。

　鈴雄君はそれから三回投げられた。




　で、どうなったかとゆ～～と。




「優勝！　おめでと～～～～」

　なんて上から降り注ぐきらびやかな垂たれ幕まくや楠くす玉だまに、鈴雄は呆あつ気けに取られた。

「僕らが？」

「ええ、なんだか知らないけど、皆リタイヤして家に帰っちゃったんです」

　実行委員の六年生は悲しそうに呟つぶやいた。

「ハイ、賞品のスイカです」

　特大のスイカが手渡される。

　身がギッチリ詰まった最高級の品だっだ。

「やったな。鈴すず雄お」

「よく分かんないけど………ラッキーだったな」

「さ、早いとこ瑠る璃りと小こ鈴すずを見つけて帰ろうぜ。あいつらの作ったカレー。いい加か減げん煮に込こまれておいしくなってるはずだぜ」

「ああ、悪いちょっと待ってくれ」

　鈴雄はゴールおめでとうのダンスを踊る少年少女に小声で囁ささやいた。

「僕ら、特別参加させてもらったし、スイカ一つで満足だから、一本杉の下に埋うめてある賞品は別の人にあげてよ」

　去って行く鈴雄を、少年少女達はポカンとした顔で見つめていた。

「一本杉の下の賞品って何のことだろ？」

「一本杉って言えば兜かぶと沢ざわ山だよね」

「明日あした明るくなったら行ってみようか？」




　　　　　８




　次の日の昼。

　楽しい楽しいキャンプも終わりである。

　朝あさ香かは駐車場へ車を取りに、瑠璃はトイレ。

　大量の荷物を抱かかえた鈴雄とタンポポは二人の帰りを待っていた。

「なぁ、タンポポ」

　唐とう突とつに鈴雄が尋たずねた。

「焼肉定食八はつ宝ぼう菜さい烏龍ウーロン茶ちや斬ぎりなんて名前の技わざがあるのか？」

「すっごぉぉぉぃ。ドッコイソードの派は生せい技わざだよ。よく覚えたね」

「ふ～～～む」

　鈴雄は腕を組むとしみじみとして言った。

「偶ぐう然ぜんって恐おそろしいな」

　きゅるきゅるきゅる。

　ポンコツカーがきしみ音をたてて訪れる。

　タイミングよく瑠璃も駆かけつけてくる。

「お～～～し、乗れ～～～～」

　運転席から顔を突き出した朝あさ香かが叫んだ。

　もちろん朝香の運転で車はスタートした。

「でも残念だったな。アタシもきもだめし最後までゴールしたかった」

「そうだよ。どうしてお前最後まで行かなかったんだよ」

「朝あさ香かお姉ちゃんを探してたらね、瑠る璃りちゃんが脇わきに倒れてたの。だから」

　タンポポは後部座席から首を突き出すと興きよう味みしんしんの顔で尋たずねた。

「ね、きもだめしの最後の方ってどうだった？　いろんなお化ばけが出たんでしょ」

「まぁな」

「で、何が一番恐こわかった？」

「何が一番恐かったか………か」

　鈴すず雄おはしばし考えた後に小声で呟つぶやいた。

「真っ赤なカレーが一番恐かった」
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　プロローグ




「あち～～～～～」

　八月某日。

　コスモス荘四号室では、ゴマアザラシが鉄板の上でのたうち回るような呻うめき声が響いていた。

「あち～～～～よ～～～～」

　歌って踊れて喧けん嘩かもできる専門学生、野の菊ぎく朝あさ香かはむっくりと起き上がった。

　冷蔵庫からよく冷えたコーラを二本取り出すと窓から一本を眼下の人物へと投げつける。

「おい！　まだ修理終わらねぇのか？」

　コーラを受け取った修理員は顔を上げるとタコのようにとんがった口で言った。

「パピプペポ！」

「は？」

「パペピプペパポ」

　案あんの定じよう日本語じゃなかった。

「よく分かんねぇ言葉で喋しやべるなよ。俺おれはクーラーの修理はまだ終わらないのかって聞いてんだ」

「ピピパあぺぺぱぷぷぴぴぱぷぺぺっぱぽ」

　お前絶対地球人じゃね～～よって外がん見けんの作業員は相変わらず意味不明の言語を喋しやべりまくる。

「わ～た。わ～た。まあそのジュースでも飲んで一息ついたら早いことすましてくれ」

　朝あさ香かはサジを投げるとまたゴロンと横になった。

　脇わきの籠かごの中ではペットのウサギも暑さでグロッキーになっている。

「あち～～～～」

　朝香はまた鉄板の上のゴマアザラシに戻った。

　近くのコンビニにでも行けば涼めるが、慣れない暑さに神経がとろけてる体が言うことをきかない。

「やっぱ無む理りしてでも里帰りすりゃよかったかな」

　朝香がなおも鉄板の上で転ころげ回っている時だった。

　ピンポ～～ン。

　ドアチャイムの音が鳴った。

「野の菊ぎくさん。お届け物です」

「そこらに置いといてくれぇ！」

「でもハンコウかサインを戴いただかないと」

「代だい筆ひつでいいぜ」

「困ります。そんなことがばれたら支店長に殺されます！」

　悲痛な悲ひ鳴めいだった。

「面めん倒どうくせえな」

　朝香は鉄板から飛び上がると乱らん暴ぼうな手つきで扉とびらを開けた。

「ども」

　配達の兄ちゃんがいた。

　額にキラリと光る汗が眩まぶしかった。

「お届け物です。ここにサインかハンコウを」

　朝香は配達の兄ちゃんからボールペンを受け取るとサラサラとサインした。

「毎度ど～～も」

　配達の兄ちゃんは大きな箱を手渡すと去って行った。

「ど～してこの暑さの中、あんなに元気でいられるんだよ」

　まるで別の生物でも見るような目つきで配達の兄ちゃんを見送ってから朝香は手の中の箱に目を落とした。

「差し出し人は………」

　北海道からの荷物。

「お袋ふくろ？」

　朝あさ香かは意い外がいそうに呟つぶやくとその場で箱を開いた。

　さっそく出てきた手紙を開く。

　朝香の母親とは思えないほどの綺き麗れいな文字が並べられていた。




『拝啓！　朝香へ

　体に変わりはありませんか？　北海道で育ったお前に神か奈な川がわの暑さはこたえることと思います。きっと今ごろ、無む理りしてでも帰き郷きようすればよかったと思っていることでしょう』




「図ず星ぼしだな」

　朝香は苦笑した。




『母さんなりにどうしてお前が帰郷しないのか推理してみました。そして一つの結論に達しました』




「一体どんな結論に達したんだよ」

　朝香は紙をめくった。

　紙一枚を丸々使って筆字で書かれていた。




『男！　ですね』




　朝香はひっくり返った。




『言いい訳わけしなくてもかまいません。同じ女同士です。母さんには分かります。ええ、ええ、分かりますとも。離れたくない男の子が近くにいるのでしょう。そうに決まってます』




「ったく。思い込みの激しいところは相変わらずだな」

　朝香は苦笑しながら最後のページへと目を這はわせた。




『その男の子との距離が少しでも縮ちぢまるよう、そして少しでも夏を涼しく過ごせるよう母さんからのプレゼントが箱の中に入ってます』




「プレゼントか？」

　朝香は改めて箱の中を覗のぞき込こみ、そこに何が入っているかを理解した。

「ふざけんなよ。どうして俺おれがこんなもん！」

　一時は箱を蹴け飛とばした朝あさ香かだったが、しばし考えた後フンと鼻を鳴らす。

「ま、せっかく送ってもらったし、よく考えたら今晩はあれじゃね～か。見せるだけは見せとくか」

　朝香は箱を持ち上げた。

「別にあいつが好きってわけじゃね～～ぞ」

　最後に言いい訳わけがましくそう吐はき出した。




　　　　　１




「コーチ。ここでお別れね」

「そ～～だな」

「瑠る璃りのこと。忘れないでね」

「忘れないよ」

「それじゃぁね」

「あ～～～」

　鈴すず雄おは眠そうな顔付きで手を振った。

「コ～～～チ！」

　車の後部座席に乗った瑠璃はいつまでも手を振り続けていた。

　いつまでもいつまでも。

　だから鈴雄とタンポポも車が見えなくなるまでずっと手を振っていた。

　いつまでもいつまでも。

　車が見えなくなった。

　二人は、コスモス荘、正面玄関前で大きく息を吐はき出した。

「たった三日間、家族で里帰りするだけなのに大げさだよな」

「仕方ないよ。瑠璃ちゃんにとっては長い三日間なんだから」

「さ～て寝直すか。昨日夜中朝香がビール瓶びん持って押しかけてきてせっかくの睡眠がぐちゃぐちゃにされちまった」

　欠伸あくびをかみ殺しながらコスモス荘階段へと向かう鈴雄にタンポポは尋たずねた。

「ところで、お兄ちゃん。朝からピーヒャラピーヒャラ鳴ってるけど、なんなのあの音？」

　タンポポの言う通り、かすかだがピーヒャラピーヒャラと陽よう気きな笛の音ねが聞こえていた。

「あ、タンポポ。お前知らなかったのか？」

　鈴雄は足を止め振り返ると意い外がいそうに言った。

「今日は中なか空そら神社の夏祭りなんだよ」

「夏祭り？」

「ああ、一年に一回、けっこう盛大にやるんだ。金魚すくいとかの定番の出で店みせもそろうし」

「金魚すくい？　何それ」

「え？　もしかしてお前金魚すくいを知らないのか？」

　コックリ。

　タンポポは深く頷うなずいた。

「そうか、金魚すくいを知らずしてお祭りは語れないな。教えてやろう」

　鈴雄はタンポポに顔を近寄らせると、ＪＦＫ暗あん殺さつの真しん相そうでも語るような口振りで囁ささやいた。

「金魚がいっぱい泳いでいてだな」

「うんうん」

「それを紙で出来た網ですくうんだ」

　もったいぶって始めた割には呆あつ気けない説明である。

「金魚が一いつ杯ぱい泳いでいて、それを紙で出来た網で救う」

　タンポポは口の中で呟つぶやいた。








　　タンポポの頭の中には漁りよう師しがいた。

　　まさに海の男といった漁師が海うな原ばらに向かって叫ぶ。

　　「お前ら！　大丈夫か？」

　　すると海面を覆おおい尽つくすほどの魚が現れて叫んだ。

　　「助けてぇぇぇぇ！」

　　「助けてぇぇぇぇ！」

　　「サメがすぐそこまで来てるよぉぉ」

　　「よ～～し、今救すくってやるからな。この紙で出来た網で」

　　漁師は、日焼けした太い腕に筋肉の束たばを隆りゆう起きさせると、紙で出来た投と網あみを持ち上げた。

　　「とりゃぁぁぁ」

　　漁師が投げた投網にごっそりと小魚達が捕まる。

　　「やったぜ。三千匹くらいは救えただろう」

　　海の男は網を引き上げながらニッカリと笑った。









「なんか………すごい光景だね」

「そうか？」

「うん。見てみたいような気もするけどなんだか恐こわい気もする」

「他ほかには射しや的てきってのもあるぞ」

「射しや的てき？　何それ」

「棚たなにいろいろと賞品が置いてあって、それを鉄てつ砲ぽうで撃つんだ」








　　タンポポの想像。

　　親子が鉄砲を片手に射的場にいる。

　　目の前の棚には様々な賞品が並んでいた。

　　少年は真しん剣けんな顔付きで狙ねらいを定めると引きがねを引いた。

　　「わ～～ぃ。欲しかったＣＤプレーヤーに当たった」

　　「よかったね。ほら、ご覧らん。あんなに綺き麗れいに粉こな々ごなになってるよ」









「う～～～ん」

　タンポポは不ふ可か解かいそうに頷うなずいた。

「地球の文化って分からない」

「ま、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずって言うし、行ってみるか？」

　鈴すず雄おの提案にタンポポの両目はダイヤモンドになった。

「うん！　行く！　絶対行く！」

「じゃぁ、五時頃ごろ出ていくか。それまでは眠らせてくれ」

　鈴雄は片手を上げるとコスモス荘、五号室へと戻って行った。

「お祭り！　お祭り！」

　お前本当に宇宙人かと疑いたくなるほどのはしゃぎぶりでタンポポは飛び回った。

「あら、あら、楽しそうですね」

　おしとやかで清せい純じゆんそうな声が響いた。

　振り返るとやっぱりそんなような女性が竹ぼうき片手に立っていた。

　コスモス荘、一号室に祖そ父ふと一いつ緒しよに生活する女性、栗くり之の花はな栗くり華かである。

　あんまり知られてないことだが、彼女は鈴雄と朝あさ香かが通う、専門学校の同級生である。

　そしてほとんど知られてないことだが、彼女は宇宙犯罪人、ドクター・マロンフラワーが造り出した汎はん用よう絡から繰くり人形なのだ。

「何かいいことでもあったんですか？」

　栗華はにこやかに微ほほ笑えむとタンポポに尋たずねた。

「うん。お兄ちゃんとお祭り行くんだ」

「お祭り………ですか。お祭りと言うと浴衣ゆかたですね」

「浴衣？　何それ？」

「知りませんか？　お祭りと言えば浴衣ゆかた、浴衣と言えばお祭りと言っても過か言ごんではないくらいのこの国の伝統衣装なのですよ」

「え！」

「浴衣なくしてお祭りというのは考えられないですわね」

「アタシ…………持ってない」

　タンポポは三十センチメートルほど沈んだ声を上げた。

　そんなタンポポに、栗くり華かは優やさしく言った。

「よろしかったら、お貸ししましょうか？」

「え～～、本当に！」

「はい」

「なら、栗華お姉ちゃんも一いつ緒しよに行こうよ」

「私もですか？」

「うん。お兄ちゃんも行くからさ」

「そうですわね。それではそうさせてもらいましょう」







「ただいま庭の掃そう除じから帰ってまいりました」

　コスモス荘、一号室の玄関をくぐった栗華は歯切れのいい声で言った。

「おぉ、栗華。悪いがあつ～～～ぃい玄げん米まい茶ちやを一いつ杯ぱい持ってきてくれ」

　居間の方からそんな声が聞こえる。

　しわがれていはいるが血管にはしっかりマムシドリンクが流れてる声だった。

「熱いのでよろしいのですか？」

「いい。暑い時に熱いものを飲む。これが通ツウというものじゃ！」

　栗華が手早く、あつ～～～～～い玄米茶を用意して居間へと向かう。

　クーラーの故障でムッとする部屋の中、一人の老人がスパナを振るっていた。

　彼こそ、宇宙ゲームセンター荒らしの異い名みようをとるＡ級宇宙犯罪人、ドクター・マロンフラワーなのだ。

　ババシャツにトランクス一つで熱いお茶を一いつ気き飲みする姿に信しん憑ぴよう性せいは薄かったが、彼の目の前で製作されている何かはまさしく宇宙技術によるものだった。

「お祖じ父い様さま。何を製作なさっているのですか？」

　栗華は『何か』を指さして尋たずねた。

「おお、これか」

　地球名、栗くり三さぶ郎ろうは『何か』を作成する手を止めるとにんまりと笑った。

「これこそ、ネルロイドガールを一いつ瞬しゆんにして敗はい北ぼくさせる新兵器じゃ」

　やっぱりドッコイダーは無視されていた。

「これがですか？」

　栗くり華かは『何か』をしげしげと見つめた。

　外がい見けんだけでは、この『何か』にどんなパワーが秘ひめられているかは分からなかった。

「雨の日も、風の日も、看かん守しゆの目を盗ぬすんで獄ごく中ちゆうでコツコツと作り続けて十年かかったぞい。今夜あたり完成するじゃろ。すなわち、明あ日すこそがネルロイドガール敗はい北ぼくの日」

　ぐふぐふと笑う栗くり三さぶ郎ろうから空からの湯飲みを受け取った栗華は言った。

「ところで、おじいさま。材料を請せい求きゆうしてもよろしいですか？」

「材料？」

「はい。いつもお祖じ父い様さまがお使いになられている亜あ空くう間かんテレホンショッピングからです」

「かまわんが………………。任務に必要なものでなければ経費として認められないぞ」

「地球研究という意味では大変必要なものです」

　栗華は力強く言った。

「なるほど、情報を制したものこそ勝利する。ど～～せ払うのはＵＯＳじゃ。好きに使え」

「はい」

「あ、領収書はちゃんともらっておくんじゃぞ。宛先はＵＯＳでな」




　数分後。




「さてと」

　大量の布に囲まれる中、栗華はミシンの前に座った。

「夕方までに三着。なんとかなりますわ」

　栗華ちゃんはビデオの早回しのような速度で作業を始めた。

　彼女はとっても器き用ような絡から繰くり人形なのだ。







　その頃ころ、高速道路を一台のいかがわしい車が走っていた。

　黒いリムジンのオープンカーってだけでいかがわしいのだ。しかも乗ってる連中が皆濃こい色のサングラスを着用している。

　いかがわしいコンテスト・ナンバー１である。さらにいかがわしいことは、後部座席中央に座る男がご丁てい寧ねいに抱かかえているものだった。

　金きん魚ぎよ鉢ばちだった。

　何の変へん哲てつもない金魚鉢なのだ。

　そして中には気きの毒どくなくらい灰色で、信じられないくらい不ぶ細さい工くな魚が一匹揺れていた。

　ぶっすうぅうとふてくされた表情にかわいいという形容詞は当てはまらない。

「しかし、見れば見るほど変わった魚ですね」

　金きん魚ぎよ鉢ばちを持つ男が魚をしげしげ見つめながら呟つぶやく。

「俺おれ、こんなにもぶっ……」

　そこで男の言葉は止まった。

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

　運転席に座っていた男が振り向き鉄てつ拳けんを放ったのだ。

　拳こぶしを相手の顔面に埋うずもれさせたまま、男は怒ど鳴なりつけた。

「何度も言ったろう。その魚には決して言ってはならない言葉があると。それを言ったらどうなるか、恐おそろしさは分かっているだろうな！」

「あ…………い………」

「ったく。無む能のうな部下を持つと苦労するぜ」

　ぶつくさと呟く男に、助手席の男が声をかけた。

「ボス。一つ質問してよろしいでしょうか？」

「俺は今機き嫌げんが悪いんだ。後にしろ」

「出来れば今」

「何だよ。言ってみろ」

「はい」

　サングラスの男は顔色一つ変えずに言った。

「ハンドルを握にぎってなくて大丈夫でしょうか？」

　奇妙な沈ちん黙もくが流れた。

「そいつを早く言え！」

　ボスは助手席の男を一発殴なぐってからハンドルを握る………が、全すべては遅おそかった。

　目の前にはトラック、慌あわてて急ブレーキを踏むが間に合わない。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　いかがわしい男達の悲ひ鳴めいが響いた。

　ドッカンン！

　追つい突とつの衝しよう撃げきで空中に金魚鉢が放り投げられる。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　水と一いつ緒しよに金魚鉢から飛び出した灰色のお魚は放ほう物ぶつ線せんを描いて陸りつ橋きようから落下していった。

　哀あわれ道路に叩たたきつけられてペシャンコか！　と思いきや奇き跡せきは起きた。

　何な故ぜか、そこを走っていた軽トラックの荷に台だいにお魚は落下しちゃったりする。

　そしてその軽トラックの荷台には金魚が一いつ杯ぱい入った水すい槽そうがあったりするから不思議なのだ。

「急がね～～と、祭り始まるまでに店がひらけね～な」

　軽トラのおじさんはアクセルを踏む足に力を込めた。

　その光景を、ボロボロになった車から見るサングラス達がいた。

「行っちゃいましたね」

　口を開いた一人にボスの鉄てつ拳けんが襲おそいかかる。

「何としてでも取り戻せ！」

　ボスは叫んだ。

「数百億の取引の品なんだからな！」




　　　　　２




「お兄ちゃ～～～～ん。そろそろ行こ～～～～よ」

　ドア越しにそんな声が聞こえた。

「あ～～～～」

　ゾンビ復活のごとくベッドから起き上がった鈴すず雄おは特大の欠伸あくびをかました。

「さ～～て、お祭りお祭りっと」

　財布をポケットに突っ込むとそのまま部屋を出る。

　玄関を開けると、ジャパニーズガールがいた。

　鈴雄は目をパチクリさせた。

　目の前にいるのは紛まぎれもないタンポポ。でも着ている服は浴衣ゆかただった。

「どう？　似に合あうかな？」

「あぁ」

　鈴雄は無表情に返事を返してから尋たずねた。

「お前、それどこで」

「へへ。いいでしょ。栗くり華かお姉ちゃんに借りたんだ」

「栗華さんに？」

「どうも、こんにちは。鈴雄さん」

　噂うわさをすれば藪やぶから棒ぼう。

　そんな諺ことわざがピッタリといった様子で栗華が姿を現した。

　薄うすい桃色ピンクの浴衣に身を包んだ栗華は、可か愛わいかった。

　鈴雄の大好きな清せい純じゆんとか清せい楚そとかいった言葉がそこにはてんこ盛りにされていた。

　鈴雄はポカンと栗華を見つめる。

「お～～～～～～い」

　タンポポが目の前で手を振っても、鈴雄の視線は動かなかった。

「似に合あいませんか？」

「そんなことありません。ええもう似合ってます。これでもかってくらい似合ってます」

　鈴すず雄おは保証書を五、六十枚叩たたきつけた。
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「そう言っていただけると嬉うれしいですわ」

　栗くり華かはニッコリと微ほほ笑えむと手に持っていた物を差し出した。

「それでは、どうぞ」

　男物の浴衣ゆかただ。

「よろしかったら使ってください」

「いいんですか？」

「はい」

「お兄ちゃん。早く着替えてきてよ！」

　タンポポに急せかされて鈴雄は部屋へと戻った。

　五分後、お気楽浴衣三人組はコスモス荘を後にした。




　コスモス荘、五号室。タンポポも鈴雄もおでかけだから当然誰だれもいない。

　シ～～～ンと静まり帰った部屋に突とつ如じよ炸さく裂れつ音おんが響いた。

　どがしゃ～～～～～～ん！

　ドアが蹴け破やぶられた音だ。

　そして飛び込んできたのは、歌って踊れてバイクでウイリーも出来る、朝あさ香かだったりする。

「ジャジャ～～～～ン！　見ろ！　鈴すず雄お！　小こ鈴すず！」

　朝香はテーブルの上に飛び乗るとポーズを決めた。

「どうだい。俺おれもなかなかのもんだろ？」

　何かしらリアクションを求めて辺あたりを見渡すが誰だれもいない。

「留る守すかよ」

　朝香は、胸の中で不ふ機き嫌げんがとぐろ巻いてるような声で呟つぶやいた。

「俺がここまで苦労したって言うのに………留守なのかよ」

　朝香の拳こぶしが握にぎり締しめられる。怒いかりのオ～ラが部屋を渦うず巻まいた。

「冗じよう談だんじゃねぇ。これで諦あきらめる朝香様だと思うなよ！」

　朝香は部屋を飛び出した。

「パペ～～～」

　やっとクーラーの修理が終わった作業員は、壊こわれた扉とびらを前に人間離れした溜ため息いきを吐はき出した。

　新たな仕事の出現による溜め息であろうと推測される。




　　　　　３




　ピーヒャラピーヒャラ。

　ドンドコドン。

　チンチラチン。

　至し極ごく一般的祭りがそこでは行われていた。

　コスモス荘から浴衣ゆかたで歩いて三十分、そこに中なか空そら神社はあった。

　普ふ段だんは参拝する人も数少ない寂さびれた神社だが、この日ばかりは様よう相そうを変える。

　夏の風ふう物ぶつ詩しを楽しもうとやってきた人々で賑にぎやかなのだ。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁ。すごぉぉぉぉぃ」

　タンポポはその様子に素直に目を輝かせた。

　たとえ宇宙の星々を見て来たタンポポでも神社のお祭りは初めてなのだ。

「お、射しや的てきがあるじゃないか」

　鈴雄は早さつ速そく射的の夜店を見つけると歩み寄る。

「小鈴。どれか欲しい賞品あるか？」

「え～～～と、あのウサギさんの貯金箱が欲しいけど……」

　タンポポは言葉を濁にごした。

「よし、あれだな。待ってろよ」

「でもやらなくていい」

　鈴すず雄おの財布を出そうとした手はタンポポによって止められた。

「ウサギさんが粉こな々ごなになるところ見たくないもん」

「は？」

　タンポポの意味不明な言動に、鈴雄はポカンとして応じた。

「でも面白い遊びだね。賞品が壊こわれるのを見て楽しむなんて」

「何か根本的な勘かん違ちがいをしていないか？　小こ鈴すず」

「勘違い？」

「弾たまはコルク。当たったって壊れないよ。倒れたら貰もらえるんだ」

　しばしの沈ちん黙もく。

「なんだそ～～なんだ」

　タンポポはダイナミックに納なつ得とくした。

「おかしいとは思ってたんだ。賞品を粉々にして楽しいのかな～～って」

「当たり前だ。どこの世界に賞品を粉々にして喜ぶ奴やつがいるんだよ」

「じゃぁ、ウサギさんの貯金箱」

「よし、お兄ちゃんにまかしとき」

　鈴雄はドンと自分の胸を叩たたいた。

「すいません。弾たまください」

「あいよ。一回百円」

「どりゃぁ」

　失敗。

「もう一回！」

　また失敗。

　またまた失敗。

「親父おやじさん！　もう百円ね」

　大失敗。

　大々失敗。

「もう百円！」

「もういいよ。お兄ちゃん。無む理りしなくたって」

「大丈夫だって、これまでの六発でコツを覚えたんだ。これからは百発百中さ」

　超チヨー失敗。

「親父さん。これ、倒れないようにボンドとかで止めてるんじゃないの？」

「人聞きの悪いこと言ってもらっちゃ困るよ。それに、兄ちゃんの場合かすってもないじゃないか」

　その通りだった。

「どうする。挑ちよう戦せんを続けるか？」

「うぅぅ」

　昔むかし詰めた金歯を嚙かみ締しめた鈴すず雄おが財布から百円玉を取り出そうとした時。

「お願いします」

　歯切れのいい声とともに小こ綺ぎ麗れいな百円玉が脇わきに突き出された。

「あいよ。お嬢じようさん。がんばってね」

　ピストルを受け取った栗くり華かはタンポポに尋たずねる。

「あのウサギさんの貯金箱ですわね」

「栗華さん。難しいですよ。弾たまがまっすぐ飛ばないように出来てるから」

「大丈夫ですわ。鈴雄さんがやっているのを見て弾だん道どうは覚えましたから」

　ゆっくりとした動作で狙ねらいを定める動作を見つめつつ、鈴雄は苦笑しつつ呟つぶやいた。

「見かけは簡単に見えてもやってみると目茶苦茶メチヤクチヤ難しいってのが射しや的てきなんですよ。だからそう簡単には」

　スパコン。

「おめでと～～～～。ウサちゃん貯金箱」

「何ぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　鈴雄は愕がく然ぜんとした。

　だってコルクの玉がポンでピンしてスパコンで、ウサギさんの貯金箱がパッタリなんだもん。

　栗華は受け取った貯金箱をタンポポに渡す。

「はい、小こ鈴すずさん。プレゼントです」

「ありがとぉぉぉ。すごいね。栗華お姉ちゃん」

　鈴雄が、七百円費ついやしてもできなかったことを、栗華はたった百円で成なし遂とげてしまった。

　鈴雄は危き機き感かんを覚えた。

　このままでは、兄としての威い厳げんが………威厳が………威厳が……威厳が……失しつ墜ついしてしまう。

　失墜して目茶苦茶に踏まれてそのまま燃えないゴミに出されて、東京の面積を広げるのに使われてしまう。

　念ねんのため言っておくが、タンポポと鈴雄は兄妹なんかではない。

　世間に怪あやしまれないようそういう形をとっているだけなのだ。

　そのことは鈴雄も十分理解しているはずなのに………彼は焦あせった。

　つまりこの時、忘れていたのだ。

「小こ鈴すず」

「何？」

「次は金魚すくいだ。金魚すくいをやるぞ」

　鈴すず雄おは小鈴の手を引っ張ると金魚すくいの出で店みせを求めて走り出した。







　金魚すくい。

　これもまたタンポポの想像からは大きく違っていた。

「漁りよう師しさんがいない」

　意味不明なことを呟つぶやくタンポポを無視した鈴雄はさっそく五百円玉を突き出した。

「お願いします！」

「あいよ！」

　五つの網あみが渡される。

「しっかり見とけよ。お兄ちゃんがとってやるからな」

　鈴雄は勇ゆう猛もう果か敢かんに、金魚すくいに体当たりした。

　結果砕くだけた。

　＠アツト!!

　言う間に五つの網は水に溶けた。

　獲かく得とく金魚数０ゼロ。

　獲得信用度マイナス30。

　お兄ちゃんレベル３ダウン。

　鈴雄は落ち込んだ。

　兄の威い厳げんレベルがぐっと下がったからだ。

「お兄ちゃん。元気出してよ。きっとすぐ水に溶けちゃう紙だったんだよ」

　本当の妹じゃないタンポポだけど慰なぐさめる姿はなかなか様サマになっていた。

「そ～～だよな。きっと水に溶けやすい紙なんだ。こ～～ゆ～～屋や台たいにはよくあることなんだ。悪あく徳とく商法って」

　元気を取り戻した鈴雄は、水すい槽そう前にしゃがむ栗くり華かの肩をポンと叩たたいた。

「止めといた方がいいですよ。栗華さん。取れないように出来てるんだから」

「え？」

　栗華は振り向いた。

　その手の中の器うつわにはすくい取られた金魚がバシャバシャ跳ねていた。

　この瞬しゆん間かん、兄の威厳はインゲン豆になった。

　鈴雄ははに丸君になった。

　タンポポがいくらつっついてもはに丸王子ははに丸王子のままだった。

　はに丸君してる鈴すず雄おに溜ため息いきを吐はき出したタンポポは視線を栗くり華かに戻した。

　栗華は金魚すくい荒らしになっていた。

「破産だぁぁぁ。たった百円でこんなに取られたらおしまいだぁぁぁ」

　金魚すくい屋の親父おやじさんが悲ひ鳴めいをあげるが栗華はもくもくと金魚をすくい続けた。

　栗華の脇わきで金魚すくい屋が開業出来る頃ころ、栗華は呟つぶやいた。

「あらあら、たくさんとれてしまいましたわ」

「すごいね、栗華お姉ちゃん。あと一匹で全部だよ」

　水槽の隅すみで、灰色の金魚が一匹ゆらゆら尻尾しつぽを揺らしていた。

　動作もぬらぬらしている。一いつ見けんしてトロそうな魚だった。

「あと一匹でございますね」

　栗華が計算されつくした手つきでスッと網あみを入れる。

　金魚がスッと逃げる。

　栗華が網を動かす。

　金魚はまるで待まち構かまえてたといわんばかりに突進し、網を突き破った。

「この魚、タダものではありませんわ」

「え～～～、こんなにトロイのに？」

　タンポポはペンギンさんの形したがま口から百円玉を取り出すと突き出した。

「アタシにも一つ」

「持ってけ持ってけ！　ど～～せ、商売あがったりだ」

　店の親父がやけくそのように言うと網を突き出す。

　それでもキッチリ百円はもらっていった商売熱心な親父だった。

「どりゃぁぁぁ！」

　タンポポは水の抵てい抗こうとか、紙の耐久度とか、そ～～いった細こまかいことは無視して網を突っ込んだ。

　ビリ！　なのだ。

「もう一回！」

　ビリ！

「もう一回！」

　ビリ！

　最後の金魚は強つわ者ものだった。

　それにタンポポも無ぶ器き用ようだった。

「すごいよ。この金魚。全部先読みするんだもん」

　タンポポはすかさず金魚のせいにしたが、それは全すべてが噓うそというわけではなかった。

「やはり、動物には不思議な直感というものがあるのですね」

　栗くり華かも栗華で納なつ得とくする。

「こ～～ゆ～～のはくじ引きと一いつ緒しよで雑ざつ念ねんがない方がうまくいくかもしれませんわ」

「雑念がない人、頭が空からっぽの人……」

　タンポポは辺あたりを見渡し、はにわに気がついた。

　少なくともこの場で、もしかしたら日本で一番頭が空っぽの人かもしれない。

「お兄ちゃん！」

　タンポポは鈴すず雄おの手に無む理り矢や理り網あみを握にぎらせた。

「ど～～～せ、僕は無ぶ器き用ようで何も出来ない兄あに貴きなんだ」

「お兄ちゃん！　いいからやってよ」

「妹にも呆あきれられるよ～～な男なんだ」

　すっかり自じ暴ぼう自じ棄きの鈴雄は水すい槽そうをろくすっぽ見ようともせず網を突っ込んだ。

　突っ込んだらすぐ上げる。投なげ槍やり世界新記録の行為だった。

　にもかかわらず。

　網の上ではくだんのしょぼくれ金魚がピチピチ跳ねていた。

「あびょ～～～～ん」

　とった本人が一番驚いた。

　灰色の金魚はすぐに透とう明めいの袋ふくろに入れられる。

「お兄ちゃん。すごいね」

「な～～に、これも実力のうちかな」

　鈴雄ははにわから立ち直り、なはははと笑った。

　二人は袋をしげしげと見つめた。

　奇妙な金魚だった。ずんぐりむっくりの体形に口元からは髭ひげのようなものが二本突き出ている。

　目はギョロンだし口はタラコだ。

　お世せ辞じにもかわいいとは形容できなかった。

「あんましかわいくない金魚だね」

「そうか、僕はこの顔もなかなか味アジがあって素す晴ばらしいと思うんだがな」

「う～～～ん」

　タンポポはしばらく魚を見つめてから小首を傾かしげた。

「こいつ本当に金魚かな？　アタシこんな魚どっかで見たような気がする」

「馬ば鹿か、品種改良したに決まってるだろ。僕が苦労してとったかわいいかわいい金魚ちゃんだ」

　鈴雄は袋に頰ほおをスリスリさせた。金魚はギョロンとした目でうっとおしそうに鈴雄を見ている。

「う～～～ん。どこで見たんだっけな」

　悩むタンポポの脇わきでは栗くり華かが自分で取った大量の金魚を持ち上げたところだった。

　何をするかと思えば躊ちゆう躇ちよせず水すい槽そうへとお返ししている。

　ぼちゃぼちゃぼちゃぼちゃ。

「どうもありがとうございました。大変楽しい時を過ごさせていただきました」

「お嬢じようさん。金魚は？」

「残念ながら私の家には大量の魚類を飼し育いくできる設備がありません。お返ししますわ」

「これで商売が出来る」

　金魚すくいの親父おやじさんの顔に希望の光が戻った。







「間違いないんだろうな」

　いかがわしいボスが口を開いた。

「間違いありません。ボス」

　いかがわしい子分四名が答える。

　いかがわしかった。

　木こ陰かげからサングラスの男達が金魚すくいの屋や台たいを見つめているのだ。いかがわしくないわけがない。

「先ほどの車を追いかけて行った後にたどりついたのがあの金魚すくいの出で店みせなんです」

「よし、早いとこ済すませてこい」

「はい」

　サングラスの男二人が立ち上がるとツカツカと屋台に歩み寄って行った。

　一分後。

「ボス駄だ目めでした」

　二人は、穴の開いた網あみ片手に帰って来た。

「大おお馬ば鹿か者もん！　何やってるんだ」

「だから、金魚すくいですから……」

　ボスは溜ため息いきを吐はき出すと背はい後ごの二人に目を向けた。

「おい、お前ら代わりに行け、こいつらじゃ話になら……」

　タヌキとキツネがいた。

　正確に言うとタヌキさんとキツネさんのお面めんをつけた二人だった。

「あい？」

　二人は仲良くリンゴ飴あめにかぶりついていた。さらに手の中には、綿わた飴あめとかチョコバナナとかが握にぎられていた。

　ボスの肩がフルフルと震ふるえた。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　遊びに来たわけじゃね～んだぞ！」

　四人をひっぱたいてからボスは木こ陰かげから飛び出した。

「ついてこい。仕事の仕方を見せてやる」

　ガキンチョ達を蹴け散ちらして前までやってきたボスはおもむろに拳けん銃じゆうを取り出した。

「おい、そのどてっ腹にドーナツ大王もびっくりな穴を開けられたくなかったら、魚をよこせ！」

　金魚すくいの親父おやじは動じなかった。って言うか男の手の中の拳銃を本物だと思わなかったのだ。

「お神み酒きの飲み過ぎはいかんなぁ。百円払って網あみを買う。社会のルールを」

　ズキューン。

　木が倒れた。

「どれでもお好きなのを持って行ってください！」

　金魚すくいの親父もさすがに今自分の置かれている状況に気がつく。

「よろしい」

　ボスは拳銃をしまった。

「さすがですね。ボス」

「これが仕事ってもんだ。お前ら。早いところ例のブツを」

「はい！」

　男達が水すい槽そうを覗のぞき込こむ。

「ボス、いません」

「あんだって！」

「よく見ましたけどいません」

「おい。親父。灰色でぶっさいくな魚がいたろ」

「あ！　ボス。それは禁きん句く」

「黙だまってろ！」

　男をはったおしてからボスは金魚すくいの親父を締め上げた。

「どこに行った？　さあ言え。言うんだ」

「灰色の変てこな魚なら………、さっき若い兄ちゃんがとってった」

「若い男？　特徴は？」

「浴衣ゆかた姿すがた………」

　金魚すくいの親父はそこで意識を失った。クビ締しめが強すぎたらしい。

「くそっ」

　ボスは親父から手を離すと吐はき捨すてるように言った。

「お前ら。浴衣ゆかた姿すがたの男だ。草の根分けても捜さがし出しブツを取り戻せ」

「ボス。質問です」

「後にしろ」

「出来れば今」

「何だ？」

　男は、顔色一つ変えずに言った。

「綿わた飴あめ食べてもいいですか？」

　ボスは男をぶっ飛ばした。

「遊びに来たんじゃね～って言ってるだろ。いいから早くブツを捜し出してこい！　いいか、くれぐれもブツにあの言葉を言うんじゃないぞ」
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　青年は幸福だった。

　だめもとで誘さそった彼女が、意い外がいにもあっさりお祭りデートを承しよう諾だくしてくれたからだった。

　しかも、青年の巧たくみな誘ゆう導どうで、確実に人ひと気けのない場所まで連れて来ている。

　ここで何が行われるかは、言わずもがなであろう。

　なんてったって女の子は目の前で軽く目を閉じて軽く唇くちびるを突き出しているのだから。

　彼は幸福の絶ぜつ頂ちようだった。

　世界で一番幸福な男だという自信もあった。

　そんな彼にだが、気がついていない二つの不幸があった。

　浴衣を着ていたことと……………、金魚を持っていたことだった。

　ドキドキする心臓を胸の上から押さえ、青年はゴクリと唾つばを飲み干し、決心を固める。

「チーコちゃん」

　青年はゆっくりと目を閉じ唇を近寄らせた。

　ぶっちゅぅぅぅぅぅぅぅ。

　生まれて初めての感かん触しよくを唇に感じた。

　幸福の絶頂で踊おどり狂くるう青年は、目を開いた。

　その瞬しゆん間かん、不幸のドン底まで突き落とされた。

　目の前に立っていたのは、黒サングラスで黒服のいかがわしい男だったからだ。

　頰ほおにキスマークをつけられながらも、男は顔色一つ変えずに言った。

「怪け我がをしたくなかったら大人おとなしく渡すんだな」







　花火が始まるまでにはまだ少し時間があった。

　綿わた飴あめの最後の一ひと泡あわを口につめこんだ鈴すず雄おは思い出したように隣となりの栗くり華かに尋たずねた。

「ところで、栗華さん。栗くり之の花はな教授は？」

「部屋で作業中ですわ」

「作業？」

「はい。お祖じ父い様さまの趣しゆ味みは電子工学なんです」

「趣味が電子工学…………」

「ロボットとか、新兵器とかを研究するのが好きなんです」

「ロボット…………電子工学……」

　鈴雄は一瞬いぶかしげに顔を曇くもらせたが、すぐに微ほほ笑えむ。

「いいね。趣味があるってことは」

　馬ば鹿かだった。

「お兄ちゃん。じゃあ、今度うちのテレビ見てもらおうよ。最近ちょっと調子が悪いでしょ」

　タンポポも馬鹿だった。

「頼たのんでおきますわ」

　栗華はニッコリと微笑んだ時、プウンと香こうばしい青あお海の苔りの香かおりが漂ただよった。

　祭りの屋や台たいにはつきもののあれ、焼きソバの屋台だった。

「そろそろ小こ腹ばらがすいてきたな。何か腹にこたえるものでも食べるか。イカ焼き、タコ焼き、焼きトウモロコシ、焼きソバ、どれがいい？」

「焼きソバ!!」

　タンポポの魂たましいの叫びで議論なしに決定する。

「それじゃ焼きソバ買って来るよ」

「あ、私はけっこうですわ」

「え？　栗華さん焼きソバ嫌きらいなんですか？　だったら別のものを」

「いえ、お腹なか空すいてませんから」

「そう。じゃ、二つ買って来るよ。小こ鈴すず。これ預あずかっててくれ」

　鈴雄はタンポポに金魚を渡すと屋台街へと飛び込んで行った。

「じゃぁ、座って待ってよ」

　タンポポと栗華は、通り道から少し離れたところに見えた石段へと向かい腰を下ろした。

　冷たい石の感かん触しよくが浴衣ゆかた越しに肌はだに伝わってくる。

「まだ花火までは時間があるんだよね」

「はい、あと二十三分ほどありますわ」

　栗華が時計を見ず言う。

　ど～して時計も見ずにそんなことが分かるのか、かなり謎なぞだが、そんな些さ細さいなことを気にするタンポポではないのだ。

　本道を少し外はずれると祭りの賑にぎやかな音も薄うすれる。

「いいね、こ～ゆ～、静かなとこも。耳を澄ませば、虫の鳴き声とか聞こえてくるし」

　リ～～～ン、リ～～～～ン、リ～～～ン、うおぉぉぉ、うぉぉぉぉ。

「虫の………」

　うぉぉぉぉ。

「虫？？？？」

　タンポポは怪け訝げんそうに首を傾かしげるとゆっくりと振り返った。

「うおぉぉぉぉぉ」

　浴衣ゆかたの青年が泣いていた。

「く、黒服の男が……俺おれの唇くちびるを奪うばって行きやがった。俺の初めてが………大切な大切な初めてが、あんな男に……………」

　聞かれてもいないのに詳しよう細さいを語った青年は泣き叫びながら走り去っていった。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　タンポポは目をぱちくりさせた。

　なんて言えばいいのかよく分からない空気が流れた。

「よく、分かんない人だったね」

「彼の話を要約すると。黒服の男とキスしてしまったということですね」

「キス………」

　タンポポの頭に一昨日おとといの深夜ドラマのラブシーンが浮かんだ。

　その両方を男へと置おき換かえた。

「うえぇ」

　男と男の愛の形を想像したタンポポは思わず顔をしかめた。

　別に同性愛を否定しているわけではないが………好すき好このんで見たいものではない。

「変わった趣しゆ味みの方がいるんですね」

　栗くり華かは分かったようにしみじみと呟つぶやいた。
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「焼きソバ買って来たぞ！」

　焼きソバを探して七分の旅から帰ってきた鈴すず雄おは脳のう天てん気きな声を響かせた。

「おかえり～～～～～」

　タンポポがにこやかに迎える。

「ほらよ」

　焼きソバを手渡した鈴すず雄おはそこに栗くり華かがいないことに気がついた。

「あれ？　栗華さんは？」

「栗華お姉ちゃんはジュースを買いに行ったよ」

「なんだ。そうか」

　鈴雄はタンポポの脇わきに腰を下ろした。

「しかし、二つしか買ってこなかったが、本当に栗華さんはいらないのかな？」

「お腹なか空すいてそうには見えなかったけど」

「そういえば、学校でも栗華さんが人前で物を食べてるとこって見たことないそ」

「アタシも見たことない」

「まさか……」

　鈴雄は思い切り深しん刻こくな顔で沈ちん思しした後、呟つぶやいた。

「人前で物が食べられない性格なのでは」

「いるもんね。そ～～ゆ～～人」

　馬ば鹿か兄妹だった。

「お店の親父おやじさんに頼たのんで青あお海の苔りと紅べにショウガ大おお盛もりにしてもらったからな。激ゲキうまだぞ」

　鈴雄は横目でタンポポを見て、言葉を止めた。

　タンポポが、いやに真ま面じ目めそうな目つきで金魚を睨にらみつけているからだった。

「どうした？　宿題やる時にも見せないようなえらく真しん剣けんな顔なんかして」

「え～とね、この魚。どっかで見たような気がするんだ」

「どっか？」

「うん。昔むかしどっかで」

「ふ～～～ん。昔って………お前は宇宙にいたんだろ」

「そうだよ」

「宇宙にも金魚がいるのか？」

　鈴雄は割わり箸ばしを器き用ように片手で割ると湯気をたてる焼きソバにかまえた。

　斎さい藤とう先生の必ひつ殺さつ技わざをいつの間にかマスターしていたのだ。

「いただきます」

　渾こん身しんの力を込めて箸を振り下ろす。彼の表情は宿題やる時よりも真剣だった。

「あぁぁぁぁ！」

　素すっ頓とん狂きようなタンポポの叫びで、鈴雄の箸は焼きソバをかすった。

「なんだよ。いきなり大声を上げたりなんかして」

「思い出した。この魚をどこで見たのか」

　タンポポは鈴雄を見上げると急せき込こむように言った。

「小さい頃ころ見たの」

「今も小さいじゃないか」

「違う。アタシは幼よう態たい進しん化かの星の出身だからこう見えても………ちょっと話の腰を折らないでよ」

「へいへい」

「小さい頃ころ、図書館の図ず鑑かんで見たの」

　タンポポはゴクリと唾つばを飲み干すと一言一言舌したの上で固めるようにして言った。

「ダイジシンヨビヨビハイイロナマズよ」

「なんだよ。そのダイジシンヨビヨビハイイロナマズってのは」

「怒いかりを覚えると特殊な超音波を体から発して地じ脈みやくを刺し激げきする魚なのよ。つまり地じ震しんを引き起こすことができるの」

「……地震……………だって……」

　鈴すず雄おは心しん底そこイヤそうに顔をしかめた。

　まるで目の前に馬ば糞ふんのステーキでも出されたような表情だった。

「ど～～したの？」

「僕は雷かみなりは平気だ。親父おやじも平気だ。火事は恐こわいがなんとかなる。でも地震だけは駄だ目めなんだ。たとえそれがたいしたことなくてもな」

「へ～、けっこう平気そうな雰ふん囲い気きだけどね」

「消せないトラウマさ。あれは……僕が保育園の頃ころだった」

　鈴雄は要求もされないのに昔むかし話ばなしモードに入った。

「仲良く父さんと田舎いなか道みちを歩いている時だった。あいつは予よ期きせずやってきた。震しん度ど５を超す大きな地震だ。そして脇わきにあった大木がメキメキと音をたてて、父さんに倒れて来た。父さんは……父さんは……」

「そうだったんだ。ごめん。悲しいこと思い出させちゃって」

　しんみりと目を伏ふせて呟つぶやいたタンポポは次の瞬しゆん間かん、おやっと首を傾かしげた。

「ちょっと待って……。最初モニターを決定するときに徹てつ底てい的てきに調べたけど、確かお兄ちゃん、桜さくら咲ざき鈴雄の父親は健けん在ざいだったはず」

「当たり前だよ。誰だれが死んだなんて言ったんだ。勝かつ手てに親を殺すなよ」

「じゃあぁ大木が倒れてきてどうなったの」

「綺き麗れいに避よけた」

「へ？」

「普ふ段だんのらくらしてる父さんとは思えないくらいスラリと躱かわしたんだ」

「……じゃぁ何がトラウマなの？」

「父親は避ける時僕を綺麗に突き飛ばしてくれたのさ。そして運悪くすぐ脇わきにこえだめが一つ」

　一体どんな惨さん事じが起こったのか、よく考えなくても理解できる。

「三日間家に入れてもらえなかったよ」

　鈴すず雄おはしみじみと呟つぶやいた。

　本人にしてみれば、消せない心の傷なのかもしれないが、タンポポにしてみれば見れるもんなら見てみたい滑こつ稽けいな事件だった。

　しばし遠い瞳ひとみで昔むかしを懐なつかしんだ鈴雄は少々怯おびえる瞳ひとみを金魚に向けた。

「じゃぁ、こいつを怒おこらせると地じ震しんが起こるって言うのか？　勘かん弁べんしてくれよ」

「そんなことないって。ダイジシンヨビヨビハイイロナマズは絶ぜつ滅めつを心配されてる銀河特別天然記念物で銀河環境保護局がギチギチに保護してるの。こんなとこにいるわけないじゃない」

「そ～～～だよな。宇宙で天然記念物になってるような魚が金魚すくいのにいるわけないよな」

「そうそう」

　コクコクと頷うなずいたタンポポだが、また金魚を見つめる。

「でも……似てるなぁ」

「いつまでも金魚覗のぞき込こんでないで、さっさと焼きソバ食べるか」

「うん」

　元気よく蓋ふたを開いたタンポポだったが、その表情が強こわばる。

「ああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　タンポポの断だん末まつ魔まの叫びが茂みに響いた。

　今回も予よ期きせぬ大声で箸はしをかすらせた鈴雄は苦笑しながら尋たずねた。

「どうした？」

「マヨネーズがない！」

「いいじゃないか。マヨネーズくらい」

「何言ってるの。焼きソバにマヨネーズ。マヨネーズに焼きソバって言っても過か言ごんじゃないくらいの代しろ物ものなのよ」

　タンポポはきっぱりと言い切った。

　マヨネーズがなければ焼きソバは食べられません。

　超強化セラミックのこだわりがそこにはあった。

　たとえ対戦車バズーカを持ってしてでもそのこだわりを砕くだくことは不可能なのだ。

「悪かったな。じゃぁもらって来るよ」

「いいよ。アタシのわがままだし。アタシが行ってくる。これ持ってて」

　タンポポは金魚を鈴雄に手渡すとピョコンと立ちあがった。

「気をつけるんだぞ」

「は～～い」

　鈴すず雄おに見送られて、タンポポは旅立った。







「はいよ。特製マヨネーズ」

　何が特製なんだかよく分からないが、店の親父おやじは市販のマヨネーズパックを突き出した。

「ありがと～」

　それを受け取ったタンポポはスキップしながらもと来た道を引き返した。

「近道しよ」

　そう呟つぶやいたタンポポは茂みへと飛び込んだ。

　そして、見てはならない物を見た。

「う～～～ん」

「う～～～～ん」

「う～～～ん」

　たくさんの浴衣ゆかた姿すがたの男達がぼろぼろになって倒れていたのだ。

「もしかして…この人達も……」

　タンポポは先ほどの哀あわれな男のことを思い出した。

「あの……どうしたんですか？」

　タンポポはおずおずと尋たずねた。

「うぅぅ、黒服の男が、いきなり」

「やっぱり！」

　タンポポの頭にいけない光景が浮かび上がった。

　男と男の新しん境きよう地ちの光景だ。

　今いま更さらながら頼たのまれても見たくないなとタンポポは思った。

　それにしても……こんなにたくさんの若者を毒どく牙がにかけるなんて…。

　ざっと昏こん倒とうする若者達を見渡したタンポポはとある重要事実に気がついた。

「一いつ見けん無関係に見える被ひ害がい者しや達だけど、……よく見ると共通点があるわ」

　倒れる男達を見渡せば簡単に判断できる。

　タンポポは先ほど屋や台たいで購入したチョコパイプをくわえると、シャーロックホームズ風に考えた。

「皆、浴衣ゆかたを着て………金魚を持っている……」

　タンポポは青ざめた。

　若じやつ干かん一名、該がい当とう人物が脳のう裏りで踊おどり狂くるっていたからだ。

「お兄ちゃんが危ない！」







　危機が迫せまっていることにも気がつかず、鈴すず雄おは焼きソバに目を落としていた。

「腹ハラへったなぁ～」

　ク～～。

　タイミングよく腹が鳴る。

「早く食べないと冷めちゃうのになぁ。ちょっとだけ食べちゃおうかな」

　箸はしをつけようとするが自重する。

「いや、そんな意い地じ汚きたないことをしてどうする！　兄としてここはちゃんと待ってあげないと」

　近年まれに見る兄妹愛で食欲を押さえた鈴雄に陰かげがささった。

　顔を上げると、黒服の男達がいた。

　サングラスのいかがわしい連中だった。

「浴衣ゆかた……」

「は？」

「金魚……」

「は？」

「やっと見つけた……」

「あの～～～～」

　なんかビンビンと伝わってくるデンジャラスな波動に鈴雄は顔をひきつらせた。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　茂みの中に、鈴雄の悲ひ鳴めいが響き渡った。







「お兄ちゃん！」

　石段のところまで戻ってきたタンポポは見た。

　無む惨ざんにも倒れる鈴雄の姿を。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　お兄ちゃん」

　駆かけより抱きかかえるタンポポの手の中で、鈴雄は力なく言った。

「やられた」

「…………やられちゃったのね」

「抵てい抗こうする暇ひまもなかった」

「もしかして、お兄ちゃん。初めてだった？」

「は？」

「初めてが……同姓ってのは、つらいよね。やっぱり」

　タンポポはしばし深しん刻こくそうな顔付きで悩んでいたが、やがて意を決したように言った。

「桜さくら咲ざき鈴すず雄おさん！」

「はい？」

「その、ショックが大きいでしょうし、口直しって表現もおかしいかもしれませんが……不ふ肖しよう、このタンポポ・トコドッコ・ポポールでよければ……どうぞ」

　タンポポは瞳ひとみを閉じた。

「？？？？？？？？？」

　鈴雄はハテナ大だい魔ま王おうになった。

「どこかで頭でも打ったのか？　タンポポ」

「だって、やられちゃったんでしょ」

「何を」

「その…………キスを」

「なんで僕が男にキスなんかされなくちゃならないんだよ」

「え？」

　今度はタンポポがハテナ大魔王になった。

「あいつら、いきなり僕を殴なぐりつけた後に金魚を取って行きやがったんだ」

　鈴雄は悔くやしそうに吐はき捨すてるとよろよろと立ち上がった。

「きっちりと落とし前はつけてやるからな」

　鈴雄は、珍めずらしく好こう戦せん的てきな瞳をギラリと光らせた。




　　　　　６




「すっずおぉぉぉぉぉぉぉ」

　鈴雄を求めて三千里の女がいた。

「ったく。どこ行きやがったんだよ」

　朝あさ香かは舌した打うちすると吐き捨てるように言った。

　浴衣ゆかたをキッチリと着こなした朝香の姿は、なかなかのものだった。

　だもんで、ナンパ目的の若者が声をかけることもしばしばである。

「そこのマブイお嬢じようさん」

「俺おれに何か用か？」

　朝香は思い切り不ふ機き嫌げんそうにナンパ野や郎ろうを睨にらみつけた。

　厚さ六十センチのセラミック船板でも貫つらぬきそうな眼がん光こうだ。

「いえ、なんでもありません」

　ナンパ男はことごとく難なん破ばしていった。

「チクショー。せっかく苦労して着込んだのに」

　先ほど購入したイカ焼きにかぶりつきつつ、朝あさ香かは毒どくづいた。

「あれ、野の菊ぎくさんじゃないですか」

　不ふ意いに後ろから話しかけられ、朝香は振り返った。

「栗くり華かじゃね～～か」

「今晩は」

　栗華はペコリとお辞じ儀ぎした。

　朝香は無言で値ね踏ぶみするような視線で栗華を見つめ内心で呟つぶやいた。

　こいつ、目め茶ちや苦く茶ちや似に合あってるじゃね～～か。

「どうかなさいましたか？」

「いや、なんでもない。よく似合ってるなって思ってな」

「野菊さんだって似合ってます。とっても可か愛わいいですわ」

「そうか」

　朝香は気き恥はずかしそうに鼻の頭を搔かいた。

　昔むかしからたくましいとは言われても可愛いとは形容されたことのない経歴なのだ。ちょっと照てれてしまう。

　と、朝香は栗華の手にプラスチックカップが二つが握にぎられているのに気がついた。

　片方はオレンジジュース、もう片方はビール。

　朝香はお酒が好きだった。

　日本酒も好きだし、ワインもウイスキーもいけるし、焼しよう酎ちゆうだってバリバリだった。

　もちろんビールだってどんどん持ってきやがれ！　って感じだった。

　味の濃こいイカ焼きを食べていて喉のども渇かわいていた。

「お、丁ちよう度どいい」

　栗華の了りよう解かいを聞かずして、朝香はビールを奪うばうとゴクゴクと飲む。

「栗くり之の花はなの教授と来たのか？」

「いいえ、鈴すず雄おさんと」

　朝香がビールを噴ふき出した。

　ホップの軌き跡せきが祭りの提ちよう灯ちんに照らされて幻げん想そう的てきにきらめいた。

「あんだって」

「それから小こ鈴すずちゃんも一いつ緒しよです」

「探してもいないと思ったらお前と一緒だったのか………で、どこにいるんだ。今」

「ここをずっと先に進んだチョコバナナ屋の向かい側の茂みの奥の寂さびれた石段のところで焼きソバを食べていると思います」

「よっしゃ」

　朝香は勢いよく駆かけ出した。

　栗くり華かは一つになってしまった手の中のカップを見下ろし、ポツリと呟つぶやいた。

「また、一つ買ってこないといけませんわね」







　ポチャン。

　ビニールの袋ふくろから金きん魚ぎよ鉢ばちへ移される音が小さく響いた。

　祭りの場を少し外はずれた林の中、古ばけた社やしろがあるがすでに忘れ去られたのか賽さい銭せん箱ばこには蜘く蛛もの巣が張り巡らされていた。

　月明かりに照らされるそんな社脇わきの広場にて、いかがわしい男達が円えん陣じんを組んでいた。

「やっと見つけたな」

　ボスは感かん慨がい深げに金魚鉢を見つめた。

「やりましたね。これで俺おれ達は大金持ちだ」

「よし、早いとこ行くぞ。うかうかしていると奴やつらに追いつかれる」

「はい」

　いかがわしい男達が歩き始めた時だった。

「はーっはっはっはっはっはっは」

　乾いた笑い声が響いた。

「誰だれだ！　熱帯夜にふさわしくない笑いを響かせる奴やつは」

　男達が拳けん銃じゆうを引き抜く。

「あそこだ！」

　誰かが頭上を指さした。

　大木の天てつ辺ぺんに、直立する何者かの影があった。

　あんなところで直立していること自体只ただ者ものではない。

「誰だ！」

　男の質問に答えるかのごとく、ブルーな声が響いた。

「夏の風物、夏祭り、一いつ緒しよに食べようチョコバナナ。金魚すくいで腕試し。兄あに貴きの威い厳げんは保たれた。株式会社オタンコナス製作、超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー。ただ今参さん上じよう」

　相変わらず意味不明なことをのたまったドッコイダーはとぉぉっと飛び降りた。

　空中でかろやかに八回転、捻ひねりが加わった素す晴ばらしいものだった。

　これで頭から着地しなかったら、辺あたりは拍はく手しゆで包まれていたことだろう。

　ズボッ。

　慣れからか、何事もなかったように頭を引き抜いたドッコイダーは啞あ然ぜんとする男達を見渡した。

「無ぶ器き用ような青年が偶ぐう然ぜんに手に入れた兄としての威厳を奪うばうとは、全日本お兄ちゃん連合組合が許してもこのドッコイダーが許さない」

　ドッコイダーの拳こぶしが固められる。

　ネルロイドガールと比べるとイマイチ影が薄いドッコイダーだが。それでも何千という企業の中から選び抜かれたパワードスーツなのだ。

　いかがわしい男達に勝ち目はなかった。







「お兄ちゃん！」

　タンポポが鈴すず雄おを発見した時、変身解除した鈴雄はいかがわしい男達をげしげしと踏みつけていた。

　いかがわしい男達は皆昏こん倒とうしていた。

　ドッコイダーは正義の味方だから、悪人であろうと殺しはしないけど、容よう赦しやはしないのだ。

　死なない程度に思い切り痛めつけられた男達のダメージは計り知れない。

「おお、タンポポ。金魚は取り返したぞ」

　鈴雄は誇ほこらしげに金きん魚ぎよ鉢ばちを持ち上げて見せた。

「………やっちゃったね」

「何かまずかったか？　悪人に天てん誅ちゆうをくらわせただけだぞ」

「まぁいいんだけど。それにしても」

　タンポポは不ふ可か解かいそうに金魚鉢を覗のぞき込ごんだ。

「ど～～～してこの金魚を狙ねらってたのかなぁ」

「その質問には私が答えましょう」

　どっかの茂みの中からそんな声が聞こえた。

　上品そうなスーツに身を固めた男達が数人姿を現す。

　なんかアメリカの刑事映画に出てきそうな白しろ口くち髭ひげのダンディーな男が二人の前に来ると一いち揖ゆうした。

「私、こういう者です」

　男は胸のポケットから名めい刺しを取り出した。




　三み重え県警刑事　笠かさ井い　剛つよし




　鈴雄とタンポポは仲良く生卵でも飲み込めそうな口でのぽんとした。

　よく状況が理解できないのだ。

　笠井は口を開いた。

「今度、鳥と羽ば水族館に新しく入ることになった珍ちん魚ぎよがね、空輸の途中、誘ゆう拐かいされてしまったんだ。そして水族館に身みの代しろ金きんの要求があった」

「こんな魚を誘ゆう拐かいですか……」

「こう見えてもけっこう貴重な魚なんでね」

「なるほど」

　やっと納なつ得とくした鈴すず雄おは金きん魚ぎよ鉢ばちを覗のぞき込こんだ。

「そう言われればそこはかとなく貴き重ちように見える」

　元来ノリやすい性た質ちの鈴雄は珍ちん魚ぎよを見てうんうんと頷うなずいた。

「何かのトラブルを経へて君の手に渡ったらしい。返してくれるね」

「え、ええ」

　鈴雄は名残なごり惜しそうながらも金魚鉢を差し出した。

「ありがとう。君の協力には感謝する。いずれ正式にお礼をさせていただくよ」

　笠かさ井いは金魚鉢に手を伸ばした。

　しかし、笠井の手が金魚鉢に触ふれることはなかった。

　突然飛び出した別の手が金魚鉢を奪うばい去ったのだった。

「！！！」

　ドッコイダーの正義の鉄てつ槌ついを受け、気き絶ぜつしていたはずのボスだった。

　しかし、それをそのまま逃走を許す笠井ではなかった。

　笠井の目め配くばせで部下達がボスの退たい路ろを塞ふさぐ。

　抜ばつ群ぐんの手て際ぎわの良さだった。

「ちくしょ～～」

　片側が壊こわれたサングラスの奥から、少々いっちゃった目を光らせつつ、ボスは笑った。

　それは、壊れた笑いだった。

「なはははははは！　もうおしまいだ。こうなったら全すべてを道みち連づれにしてやる」

　ボスは金魚鉢を覗き込むと大きく口を開いた。

「おい、ぶさい…」

「だぁぁぁぁぁ！」

　飛びかかった笠井が慌あわててボスの口に手を当てる。

「馬ば鹿かな真ま似ねは止めろ！　どうなるか分かっているのか？」

「ふがふがふがふが」

　ボスは諦あきらめようとしない。

　必死に魚に向かって何かを言おうとしている。

「こいつの口をガムテープでグルグル巻きにしろ！」

「はい」

　男達が群がった。

　ガムテープをギチギチ巻く音が響いた。

　ガムテープでミイラにされながらもボスは必死に抵てい抗こうした。

　その結果。

　ボスの手から金きん魚ぎよ鉢ばちが空高く放り投げられた。

「！」

　全すべてがスローモーション化した。

　金魚鉢はくるくると回転しながら放ほう物ぶつ線せんを描いて飛んで行く。

　珍ちん魚ぎよが金魚鉢から離れ水の玉とともに落下する。

　誰だれもが、一いつ瞬しゆんの思し考こうの中、珍魚の最さい期ごを予想した。

　しかし、救いの主が現れた。

　ポチャン。

　珍魚はプラスチックカップの中に見事に着水した。

　続いて落下する金魚鉢も大地で割れることなく救われる。

　タイミングよく茂みから現れた朝あさ香かは、手にしていたビールのカップで珍魚を受け止めたうえ、金魚鉢をも片手でキャッチしたのだ。

　朝香はカップを逆さにすると中身を金魚鉢に注いだ。

　ビールで酔よっ払ばらったのか赤みを帯びているが、元気な珍魚が姿を現した。

「た、助かった」

　笠かさ井いは安あん堵どの脱力感でがっくりと膝ひざを落とした。

　一同、安堵の息を吐はき出す中、朝香はしげしげと金魚鉢を覗のぞき込こんだ。

「何だよ。この魚」

　朝香は躊ちゆう躇ちよすることなくきっぱりと言った。

「ぶっさいくな顔してやがるな」

　金魚鉢の中でそいつは頰ほおを膨ふくらませた。







「ふっふ、ついに完成じゃ。対ネルロイド用に開発した新兵器、一いつ瞬しゆんで着用しているものを原子分解させる光線銃レーザーガン、名付けて『瞬間すとりっぷレーザー』じゃ」

　コスモス荘一号室で栗くり三さぶ郎ろうことドクター・マロンフラワーは満足げに自分の作品を見つめた。

　部屋一いつ杯ぱいの大きさはあろうどでかい光線銃だった。

「これで、ネルロイドガールの正しよう体たいは暴ばく露ろ。わしの勝利は確定というわけじゃな」

　栗三郎が感かん慨がい深げにどでかい光線銃を撫なでている時、異い変へんは起こった。

　ぐらぐらぐらぐらぐらぐら。

　震しん度ど４はあろうと思われる地じ震しんだった。

　予よ期きせぬ地震に足あし下もとをふらつかせた栗三郎は勢いよく倒れる。

　運悪く、そこには光線銃レーザーガンのコントロールパネルがあった。

　計器に光が走り、鈍にぶい音が響く。

　びよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！

「いかん。スイッチが入ってしまった！」

　あせあせと計器をいじくるが地じ震しんで思うようにボタンが押せない。

　そうこうしている内うちにもエネルギー充電はどんどんメーターを埋うめて行き頂点に達する。

「もう駄だ目めだぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ぱぴょ～～～～～～～～ん！

　光線銃は火を吹いた。

　薄うす緑みどりの光線は壁かべを突き破ると東の空へと一直線に飛んで行く。

「わしの十年の苦労がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　栗くり三さぶ郎ろうは壁にぽっかりと開いた穴を見つめながらあびょ～～～んと口を開けた。







「やっと収まったか」

　近くの木にしがみついていた朝あさ香かはゆっくりとその手を離した。

「震度４ぐらいはあったんじゃね～～か」

「あ～～恐こわかった」

　大地に突つっ伏ぷしていたタンポポが顔を上げる。

　言葉とは裏腹ウラハラにけっこう楽しそうな顔をしていた。

「あれ？」

　タンポポは不ふ可か解かいそうに目をぱちくりさせると辺あたりを見渡した。

　黒服の男達も…そして笠かさ井い達も忽こつ然ぜんと姿を消していたのだった。

「他ほかの人達は？」

「さぁ、よく見てなかったから分からねえ。口くち髭ひげの奴やつが金きん魚ぎよ鉢ばち持ってったことだけは覚えてるんだが」

　そこで朝香は思い出したかのように目を開いた。

「おぉぉっと、それより鈴すず雄おはどうした。さっきはいたはずだが」

「お兄ちゃんなら、地震が始まった途と端たんに悲ひ鳴めいを上げてその中に」

　タンポポは崩くずれかけた社やしろを指さした。

　今の地震で崩れなかったのが奇き跡せきだった。

「なんだ、弱虫だな」

　朝香は崩れかけた社の前に立った。

「おい、鈴雄。いるんだろ」

「恐こわいよ～～恐いよ～～～」

　情けない声が聞こえてくる。

「見せたいもんがあるんだよ。出てこい」

「恐いよ～～恐いよ～～」

「………」

　朝あさ香かは特大の溜ため息いきを吐はき出すと社やしろの扉とびらに手をかけた。

「何のためにこの格かつ好こうしてきたと思ってんだよ」




　丁ちよう度どその頃ころ、薄うす緑みどり色いろの光線が空から向かって来ているのに、朝香は気がついていなかった。




　ドガシャ～～～ン。

　社の扉が破は壊かいされて光が差し込んでくる。

　光の中には人影があった。

「鈴雄！　見ろ！」

　鈴雄はしっかりと見た。

　肌はだ色いろが目の中で踊っていた。

　桜さくら咲ざき鈴雄、二十歳。

　ちょっとだけ大人おとなになった瞬しゆん間かんだった。







　その晩の花火は綺き麗れいだった。

　桜さくら咲ざき鈴すず雄おの貧ひん血けつはまだ直っていない。
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　エピローグ




　丸っこい宇宙船が地球から飛び立った。黒服のタコみたいな宇宙人をぎちぎちに縛しばりつけ転ころがしてるフロア。やっぱり宇宙人宇宙人したクルー達がオート操縦にした直後の手持ちブサタをコーヒー片手に潰つぶしていた。

「しかしよかったですね。ダイジシンヨビヨビハイイロナマズがビールのアルコールで弱ってて。本当ならあの島国は今いま頃ごろ海の底だったでしょう」

「確かにな」

「我々、銀河環境保護局としてはこんな事件が二度と起こらないように管理を強化しなくては」

「とりあえず犯人グループを銀河連邦警察に突き出して来るとするか」

　銀河環境保護局長、カサーイ・ツヨポンは宇宙船の窓から今いまし方がた後にした星を見つめた。

「二つのパワードスーツの最終審しん査さか……………。もう片方も見てみたかったな」

　ツヨポンは太陽系第三惑わく星せいを見つめながらポツリと呟つぶやいた。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月、長野県の秘境にて誕生。ちょっとばかし落ちこぼれ学生しつつ育ち、第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。本人が一番たまげる。高校卒業後、海外に渡りぶらぶらしてたけど数年後に帰国。ゴミの分別をちゃんとする人が好き。
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イラスト／矢や上がみ 裕ゆう

１９６９年兵庫県尼崎市生まれ。マンガ家。『日替わり矢上ランド』で初連載を果たし、現在『エルフを狩るモノたち』（電撃コミックガオ！）が大ブレイク中。さらにコミック版『住めば都のコスモス荘』を電撃アニメーションマガジンにて好評連載中。
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住すめば都みやこのコスモス荘そうSPスペシャル




夏なつ休やすみでドッコイ








阿あ智ち太た郎ろう＆矢や上がみ 裕ゆう
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